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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）式（Ｉ）
【化１】

［式中、残基Ｒは、７個の炭素原子を有する直鎖状の飽和アルキル基である］
で表わされる化合物及び
　ｂ）フェノキシエタノール、ベンジルアルコール、フェノキシプロパノール、およびフ
ェネチルアルコールから成る群から選択される１種または複数のアルコールを含有する組
成物であって、この組成物が更に、上記式（Ｉ）の化合物１．０重量部に対し、
　Ｉ）イソソルビド０．０５～０．７重量部と、
　ＩＩ）下式のイソソルビドジエステル０．１～１．０重量部と
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【化２】

［式中、Ｒは上記式（Ｉ）で定義の通りである］
を含有する、上記組成物。
【請求項２】
　成分ｂ）の物質が、フェノキシエタノールである、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　それぞれ、前記組成物の総重量に対し、成分ａ）の化合物を１０．０～９０．０重量％
の量で、および１種または複数の成分ｂ）の物質を１０．０～９０．０重量％の量で含有
している、請求項１または２に記載の組成物。
【請求項４】
　化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物、植物保護調合物、洗濯洗剤および
洗浄剤、または着色剤および塗料である、請求項１または２に記載の組成物。
【請求項５】
　それぞれ、前記組成物の総重量に対し、成分ａ）の化合物を０．０１～１０．０重量％
の量で、および１種または複数の成分ｂ）の物質を０．０１～１０．０重量％の量で含有
している、請求項４に記載の組成物。
【請求項６】
　水もしくは水－アルコールをベースとして構成されているか、または溶液、エマルショ
ン、もしくは分散系として存在している、請求項４または５に記載の組成物。
【請求項７】
エマルションとして存在している。請求項６記載の組成物。
【請求項８】
　ｐＨ値が２～１１である、請求項４～７のいずれか一つに記載の組成物。
【請求項９】
　化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物、植物保護調合物、洗濯洗剤もしく
は洗浄剤、または着色剤もしくは塗料の防腐のための、請求項１～３のいずれか一つに記
載の組成物の使用。
【請求項１０】
　化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物、植物保護調合物、洗濯洗剤もしく
は洗浄剤、または着色剤もしくは塗料が、細菌、酵母および真菌に対して防腐される、請
求項９に記載の使用。
【請求項１１】
　化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物、植物保護調合物、洗濯洗剤もしく
は洗浄剤、または着色剤もしくは塗料が、酵母および真菌に対して防腐される、請求項１
０に記載の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、イソソルビドモノエステルと、少なくとも１個の芳香族基を含有する１種ま
たは複数のアルコールとを含有する組成物に関する。この組成物は、例えば化粧料組成物
、皮膚科学的組成物もしくは医薬組成物であることができ、またはそれ以上に、例えば化
粧料組成物、皮膚科学的組成物もしくは医薬組成物を製造するために使用可能な組成物で
もあり得る。さらに、植物保護調合物、洗濯洗剤および洗浄剤、または着色剤および塗料
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でもあり得る。本発明は、化粧料組成物、皮膚科学的組成物もしくは医薬組成物、植物保
護調合物、洗濯洗剤および洗浄剤、または着色剤および塗料を防腐するための、イソソル
ビドモノエステルと、少なくとも１個の芳香族基を含有する１種または複数のアルコール
とを含有する組成物の使用にも関する。
【背景技術】
【０００２】
　産業においては、例えば化粧料組成物、皮膚科学的組成物もしくは医薬組成物、植物保
護調合物、洗濯洗剤および洗浄剤、または着色剤および塗料のような製品を微生物の害か
ら守るために防腐剤または殺生物剤を使用する。この目的のための防腐剤は数多く公知で
ある。例えばフェノキシエタノールなどのような芳香族基を有するアルコールが、このた
めに使用可能であることが例えば公知である。
【０００３】
　しかしながら多くの防腐剤の使用には、防腐剤の製造がたいていは手間がかかり、かつ
合成原料をベースとしているという欠点がある。加えて防腐剤の防腐作用はしばしば改善
を必要としており、それゆえ十分な防腐には高い使用濃度が必要である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】ＷＯ２０１０／１０８７３８Ａ２
【特許文献２】ＤＥ１０２００９０２２４４４
【特許文献３】ＤＥ１０２００９０２２４４５
【特許文献４】ＪＰ８１７３７８７（Ａ）
【特許文献５】ＪＰ８１８７０７０（Ａ）
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】Ｆ．Ｃ．Ｋｕｌｌら、Ａｐｐｌｉｅｄ　Ｍｉｃｒｏｂｉｏｌｏｇｙ　１
９６１、９、５３８
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、有利な防腐剤効能または微生物の害に対して有利な安定性を示し、加えて
少なくとも部分的には再生可能原料をベースとする利点を特徴とする組成物を提供すると
いう課題があった。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　意外にも、この課題が、
　ａ）１種または複数の式（Ｉ）の化合物と、
【０００８】
【化１】

［式中、
Ｒは、５～１１個、好ましくは７～９個、および特に好ましくは７個の炭素原子を有する
直鎖状もしくは分枝状の飽和アルキル基または５～１１個、好ましくは７～９個、および
特に好ましくは７個の炭素原子を有する直鎖状もしくは分枝状のモノもしくはポリ不飽和
アルケニル基である］
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　ｂ）少なくとも１個の芳香族基を含有する１種または複数のアルコールとを含有する組
成物によって解決されることが発見された。
【０００９】
　したがって本発明の対象は、
　ａ）１種または複数の式（Ｉ）の化合物と、
【００１０】
【化２】

［式中、
Ｒは、５～１１個、好ましくは７～９個、および特に好ましくは７個の炭素原子を有する
直鎖状もしくは分枝状の飽和アルキル基または５～１１個、好ましくは７～９個、および
特に好ましくは７個の炭素原子を有する直鎖状もしくは分枝状のモノもしくはポリ不飽和
アルケニル基である］
　ｂ）少なくとも１個の芳香族基を含有する１種または複数のアルコールとを含有する組
成物である。
【００１１】
　本発明による組成物は、非常に優れた防腐剤効能を示すか、または微生物の害に対して
、とりわけ酵母および真菌に対して非常に優れた安定性を有し、かつ式（Ｉ）の化合物の
存在により再生可能原料もベースとしている。式（Ｉ）の化合物は、少なくとも１個の芳
香族基を含有するアルコールの防腐作用、とりわけ酵母および真菌に対する防腐作用を、
一部では相乗的にさえ上昇させるので、本発明による組成物の秀でた抗菌作用、または本
発明による組成物の微生物の害に対して、とりわけ酵母および真菌に対して秀でた安定性
を維持しながら、合成原料をベースとする少なくとも１個の芳香族基を含有するアルコー
ルの使用濃度を有意に減らすことができる。
【００１２】
　これに加え、防腐剤として有機酸を使用することに比べ本発明による組成物は、より広
いｐＨ値範囲で微生物の害に対して、とりわけ酵母および真菌に対して有効であるかまた
は安定しているという利点をもつ。有機酸がたいていは３．５～６のｐＨ値範囲でしか優
れた作用を示さないのに対し、本発明による組成物はより高いｐＨ値でも使用できること
が有利である。
【００１３】
　再生可能原料をベースとするエステルを含有する組成物、例えば化粧料組成物、皮膚科
学的組成物または医薬組成物は、既に知られている。
【００１４】
　ＷＯ２０１０／１０８７３８Ａ２（特許文献１）（Ｅｖｏｎｉｋ）は、人間または動物
の身体の一部を洗浄およびケアするための調合物であって、ソルビタンカルボン酸エステ
ルを含有し、このソルビタンカルボン酸エステルのカルボン酸部分が６～１０個の炭素原
子を有するカルボン酸に由来しており、かつソルビタンカルボン酸エステルのヒドロキシ
ル価（ＯＨ価）が３５０超である調合物、ならびに前述のソルビタンカルボン酸エステル
の、洗浄用調合物またはケア用調合物における粘度調節剤、ケア作用物質、起泡力増進剤
、または可溶化剤としての使用を記載している。
【００１５】
　ＤＥ１０２００９０２２４４４（特許文献２）（Ｃｌａｒｉａｎｔ）は、モノカプリル
酸ソルビタンと、さらなる抗菌有効物質とを含有する液状組成物、ならびに美容、皮膚科
学、または医薬に関する製品を防腐するためのこの組成物の使用を記載している。
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【００１６】
　ＤＥ１０２００９０２２４４５（特許文献３）（Ｃｌａｒｉａｎｔ）では、モノカプリ
ル酸ソルビタンと、アルコール、例えばフェノキシエタノール、ベンジルアルコール、フ
ェノキシプロパノール（またはプロピレンフェノキシエタノール）、およびフェネチルア
ルコールから成る群から選択される芳香族アルコールとを含有する液状組成物、ならびに
美容、皮膚科学、または医薬に関する製品を防腐するためのこの組成物の使用が開示され
ている。
【００１７】
　ＪＰ８１７３７８７（Ａ）（特許文献４）（ライオン）は、脱水したソルビトールの脂
肪酸エステルを含む表面活性物質を含有する組成物、ならびに水中油型乳化剤としておよ
び洗浄剤基剤としての使用を記載している。この組成物は、カプリル酸および／またはカ
プリン酸と、１，５－ソルビタン、１，４－ソルビタン、およびイソソルビドから成る群
から選択されるポリオールとのモノエステルまたはジエステルを含有することができる。
【００１８】
　ＪＰ８１８７０７０（Ａ）（特許文献５）（ライオン）では、Ｃ８～Ｃ１８脂肪酸と、
ソルビトール、１，５－ソルビタン、１，４－ソルビタン、およびイソソルビドから選択
される少なくとも１種のポリオールとの脂肪酸モノエステルならびにこの脂肪酸とポリオ
ールの脂肪酸ジエステルから成り、モノエステル：ジエステルの重量比が３３：７～９：
１である混合物が、食品用または飲料用の細菌に対する抗菌有効物質として開示されてい
る。
【００１９】
　本発明による組成物の成分ａ）の化合物および成分ｂ）の化合物は、市販されているか
、または当業者に周知の方法に基づいて製造することができる。例えば式（Ｉ）の化合物
は、一般的かつ当業者に公知の方法に基づくイソソルビドのエステル化によって製造する
ことができ、このイソソルビド自体もエステル化に使用する酸成分もまた市販されている
。
【００２０】
　好ましくは、１種または複数の式（Ｉ）の化合物における残基Ｒは、７～９個の炭素原
子を有する直鎖状の飽和アルキル残基である。
【００２１】
　特に好ましくは、１種または複数の式（Ｉ）の化合物における残基Ｒは、７個の炭素原
子を有する直鎖状の飽和アルキル残基である。
【００２２】
　１種または複数の成分ｂ）の物質は、式（ＩＩ）の化合物から選択されるのが好ましい
。
【００２３】
【化３】

式中、
Ｘは、ＯまたはＣＨ２であり、
Ｙは、Ｈ、ＣＨ３、ＯＨ、またはＯＣＨ３であり、
Ｚは、Ｈまたはハロゲン原子であり、このハロゲン原子は好ましくはＦ、Ｃｌ、およびＢ
ｒから成る群から選択され、好ましくはＣｌおよびＢｒから選択され、とりわけ好ましく
はＣｌであり、式（ＩＩ）の化合物は１～４個のハロゲン原子Ｚを含有することができ、
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かつ
Ｒは、１～６個の炭素原子を含有し、１個もしくは２個のＨ原子がヒドロキシル基（ＯＨ
基）で置き換えられている直鎖状もしくは分枝状の飽和アルキル基であるか、または２～
６個の炭素原子を含有し、１個もしくは２個のＨ原子がヒドロキシル基（ＯＨ基）で置き
換えられている直鎖状もしくは分枝状のモノもしくはポリ不飽和の、好ましくはモノ不飽
和のアルケニル基である。
【００２４】
　式（ＩＩ）におけるＺは好ましくはＨである。
【００２５】
　式（ＩＩ）におけるＹは好ましくはＨである。
【００２６】
　特に好ましくは、１種または複数の成分ｂ）の物質は、フェノキシエタノール、ベンジ
ルアルコール、フェノキシプロパノール、およびフェネチルアルコールから成る群から選
択される。
【００２７】
　「フェノキシプロパノール」とは、本発明においてはｎ－プロパノール残基を有する化
合物でもイソプロパノール残基を有する化合物でもある。
【００２８】
　とりわけ好ましいのは、成分ｂ）の物質がフェノキシエタノールであることである。
【００２９】
　非常に好ましいのは、１種または複数の式（Ｉ）の化合物における残基Ｒが７個の炭素
原子を有する直鎖状の飽和アルキル残基であり、成分ｂ）の物質がフェノキシエタノール
であることである。
【００３０】
　本発明のさらなる好ましい一実施形態では、本発明による組成物は、
それぞれ１種または複数の式（Ｉ）の化合物１．０重量部に対し、および好ましくはモノ
カプリル酸イソソルビド１．０重量部に対し、
Ｉ）イソソルビド０．０５～０．７重量部、好ましくは０．１～０．７重量部、および特
に好ましくは０．２～０．５重量部と、
ＩＩ）下式のイソソルビドジエステル０．１～１．０重量部、好ましくは０．２～１．０
重量部、および特に好ましくは０．４～０．８重量部とを含有している。
【００３１】
【化４】

式中、Ｒは式（Ｉ）で定義の通りであり、イソソルビドジエステルは好ましくはジカプリ
ル酸イソソルビドである。
【００３２】
　これに関する本発明のもう１つの好ましい実施形態では、本発明による組成物は、カル
ボン酸ＲＣＯＯＨを含有しないか、またはカルボン酸ＲＣＯＯＨを１種または複数の式（
Ｉ）の化合物１．０重量部に対し、および好ましくはモノカプリル酸イソソルビド１．０
重量部に対し最大で０．１重量部、好ましくは０．００１～０．０５重量部、および特に
好ましくは０．００２～０．０１重量部含有しており、Ｒは式（Ｉ）で定義の通りであり
、カルボン酸は好ましくはカプリル酸である。
【００３３】
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　本発明のさらなる好ましい一実施形態では、本発明による組成物が、好ましくは１，４
－および／または１，５－ソルビタンとカルボン酸ＲａＣＯＯＨからのソルビタンエステ
ルから選択されるソルビタンとカルボン酸ＲａＣＯＯＨからの１種または複数のソルビタ
ンエステルをさらに含有しており、Ｒａは、５～１１個、好ましくは７～９個、および特
に好ましくは７個の炭素原子を有する直鎖状もしくは分枝状の飽和アルキル基または５～
１１個、好ましくは７～９個、および特に好ましくは７個の炭素原子を有する直鎖状もし
くは分枝状のモノもしくはポリ不飽和アルケニル基であり、これに関して１種または複数
の式（Ｉ）の化合物とすぐ上で述べた１種または複数のソルビタンエステルとの重量比は
７０：３０～１００：０、好ましくは８０：２０～１００：０、特に好ましくは９０：１
０～１００：０、およびとりわけ好ましくは９５：５～１００：０である。挙げた重量比
の「１００：０」は、本発明のこの好ましい実施形態での本発明による組成物がソルビタ
ンエステルを含有しなくてもよいことを意味している。
【００３４】
　すぐ上で述べた本発明による組成物に関しては、ソルビタンとカルボン酸ＲａＣＯＯＨ
からの１種または複数のソルビタンエステルが、ソルビタンとカプリル酸からのソルビタ
ンエステルから選択され、好ましくは１，４－および／または１，５－ソルビタンとカプ
リル酸からのソルビタンエステルから選択され、かつソルビタンエステルが特に好ましく
はモノカプリル酸ソルビタンであるような組成物が好ましい。
【００３５】
　この組成物では、１種または複数の式（Ｉ）の化合物および（場合によっては含有して
いる）ソルビタンとカルボン酸ＲａＣＯＯＨからの１種または複数のソルビタンエステル
から成る混合物のＯＨ価は、好ましくは３２０以下、特に好ましくは２８５以下、とりわ
け好ましくは２４５以下、および非常に好ましくは２２５以下である。
【００３６】
　本発明のさらなる好ましい一実施形態では、本発明による組成物は、１種または複数の
式（Ｉ）の化合物のほかに、ソルビトール、ソルビトールエステル（ソルビトールエステ
ルはモノエステル、ジエステル、トリエステル、テトラエステル、ペンタエステル、およ
び／またはヘキサエステルであり得る）、ソルビタン、ソルビタンエステル（ソルビタン
エステルはモノエステル、ジエステル、トリエステル、および／またはテトラエステルで
あり得る）、イソソルビド、イソソルビドジエステル、およびカルボン酸から成る群から
選択される１種または複数の化合物を含有している。「ソルビタン」は、例えば１，４－
または１，５－ソルビタンであることができる。カルボン酸自体も、上記エステルの酸成
分の基礎となるカルボン酸も、式ＲＣＯＯＨに対応しており、式中、Ｒは式（Ｉ）で定義
の通りであり、好ましくは７個の炭素原子を有する直鎖状の飽和アルキル残基であるが、
ただしカルボン酸ＲＣＯＯＨはカプリル酸であることが好ましい。本発明のここで述べた
好ましい実施形態では、１種または複数の式（Ｉ）の化合物と、ソルビトール、ソルビト
ールエステル、ソルビタン、ソルビタンエステル、イソソルビド、イソソルビドジエステ
ル、およびカルボン酸から成る群から選択される１種または複数の化合物とから成る混合
物のＯＨ価は３２０以下、好ましくは２８５以下、特に好ましくは２４５以下、およびと
りわけ好ましくは２２５以下である。
【００３７】
　本発明のさらなる好ましい一実施形態では、本発明による組成物は、ソルビトールおよ
びソルビトールエステルから選択される化合物を含有していない。
【００３８】
　本発明のさらなる好ましい一実施形態では、本発明による組成物は、ソルビタンおよび
ソルビタンエステルから選択される化合物を含有していない。
【００３９】
　本発明の好ましい一実施形態では、本発明による組成物は、それぞれ組成物の総重量に
対し、１種または複数の成分ａ）の化合物を１０．０～９０．０重量％の量で、好ましく
は２０．０～８０．０重量％の量で、特に好ましくは３０．０～７０．０重量％の量で、
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とりわけ好ましくは４０．０～６０．０重量％で、および１種または複数の成分ｂ）の物
質を１０．００～９０．０重量％の量で、好ましくは２０．０～８０．０重量％の量で、
特に好ましくは３０．０～７０．０重量％の量で、とりわけ好ましくは４０．０～６０．
０重量％の量で含有している。
【００４０】
　すぐ上で述べた本発明による組成物は、成分ａ）の化合物および成分ｂ）の物質を比較
的多量に含有しており、例えば化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物、植物
保護調合物、洗濯洗剤および洗浄剤、または着色剤および塗料を製造するために使用可能
な例えば組成物または「予混合物」であることができる。
【００４１】
　この本発明による組成物または予混合物が、ソルビトールおよびソルビトールエステル
（このエステルの酸成分の基礎となるカルボン酸は好ましくはカプリル酸である）から選
択される１種または複数の化合物を含有する場合、これらの化合物は合わせて好ましくは
５．０重量％以下の量で、特に好ましくは３．０重量％以下の量で、とりわけ好ましくは
１．０重量％以下の量で、および非常に好ましくは０．５重量％以下の量で、本発明によ
る組成物に含有されており、この重量％の表示はそれぞれ、出来上がった本発明による組
成物または予混合物の総重量に対してである。
【００４２】
　この本発明による組成物または予混合物が、ソルビタンおよびソルビタンエステル（こ
のエステルの酸成分の基礎となるカルボン酸は好ましくはカプリル酸である）から選択さ
れる１種または複数の化合物を含有する場合、これらの化合物は合わせて好ましくは２０
．０重量％以下の量で、特に好ましくは１０．０重量％以下の量で、とりわけ好ましくは
５．０重量％以下の量で、および非常に好ましくは１．０重量％以下の量で、本発明によ
る組成物に含有されており、この重量％の表示はそれぞれ、出来上がった本発明による組
成物または予混合物の総重量に対してである。
【００４３】
　本発明による組成物または予混合物が１種または複数の成分ｂ）の物質を少量含有して
いる場合にとりわけ、本発明による組成物または予混合物は室温（２５℃）で固体である
ことができる。ただし本発明による組成物は室温（２５℃）で液状であることが好ましい
。これに関する本発明の好ましい一実施形態では、この本発明による組成物または予混合
物は、成分ａ）の化合物および成分ｂ）の物質に加えて１種または複数の非芳香族アルコ
ールを含有しており、この非芳香族アルコールは好ましくは、エタノール、プロピレング
リコール、１，３－プロパンジオール、およびグリセリンから成る群から選択される。
【００４４】
　本発明のさらなる好ましい一実施形態では、本発明による組成物または予混合物は、成
分ａ）の化合物および成分ｂ）の化合物から成り、ただし本発明のこの好ましい実施形態
では、成分ａ）の化合物の製造に応じ、ソルビトール、ソルビトールエステル、ソルビタ
ン、ソルビタンエステル、イソソルビド、イソソルビドジエステル、およびカルボン酸Ｒ
ＣＯＯＨから成る群から選択される１種または複数の化合物をさらに含有することもでき
る。この本発明による組成物または予混合物は１種または複数の成分ａ）の化合物を、１
種または複数の成分ｂ）の化合物を除いたこの本発明による組成物または予混合物の総重
量に対し少なくとも５０重量％含有していることが好ましい。
【００４５】
　エタノール／水（エタノール：水の重量比１：１）中５重量％溶液として測定されたこ
の本発明による組成物または予混合物のｐＨ値は、好ましくは４～９、特に好ましくは５
～８、およびとりわけ好ましくは５．５～７．５である。
【００４６】
　本発明による組成物の、およびとりわけすぐ上で述べた本発明による組成物または予混
合物のさらなる利点は、非常に優れた防腐作用に加えて、増粘剤としての有利な作用を示
すことである。
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【００４７】
　物質のヒドロキシル価またはＯＨ価とは、１ｇの物質をアセチル化する際に結合する酢
酸の量と同等な、ｍｇ単位のＫＯＨ量のことである。
【００４８】
　ＯＨ価の確定に適した決定方法は、例えばＤＧＦ　Ｃ－Ｖ１７ａ（５３）、Ｐｈ．Ｅｕ
ｒ．２．５．３の方法Ａ、およびＤＩＮ５３２４０である。
【００４９】
　本発明においては、ＤＩＮ５３２４０－２に依拠してＯＨ価を決定する。これに関して
は以下のようなやり方をする。すなわち均質化した測定すべき試料１ｇを、０．１ｍｇと
違えずに量り入れる。アセチル化混合物（アセチル化混合物：ピリジン１ｌに無水酢酸５
０ｍｌを混ぜ入れる）２０．００ｍｌを加える。場合によっては撹拌および加熱しながら
試料をアセチル化混合物に完全に溶解させる。触媒溶液（触媒溶液：ピリジン１００ｍｌ
に４－ジメチルアミノピリジン２ｇを溶解させる）５ｍｌを加える。反応容器を密封し、
５５℃に予熱した水浴内に１０分間放置し、またその際に十分に混合する。その後、反応
溶液に完全脱塩水１０ｍｌを加え、反応容器を改めて密封し、再び振とう水浴内で１０分
間反応させる。試料を室温（２５℃）に冷却させる。続いて２－プロパノール５０ｍｌお
よびフェノールフタレイン２滴を加える。この溶液を水酸化ナトリウム溶液（水酸化ナト
リウム溶液ｃ＝０．５ｍｏｌ／ｌ）で滴定する（Ｖａ）。同じ条件で、ただし試料を量り
取らずに、アセチル化混合物の作用値を決定する（Ｖｂ）。
【００５０】
　作用値決定および試料滴定の消費量から、下式によりＯＨ価（ＯＨＺ）が計算される。
【００５１】
【数１】

ＯＨＺ＝ヒドロキシル価　単位はｍｇ　ＫＯＨ／物質１ｇ
Ｖａ＝試料の滴定の際の水酸化ナトリウム溶液の消費量　単位はｍｌ
Ｖｂ＝作用値の滴定の際の水酸化ナトリウム溶液の消費量　単位はｍｌ
ｃ＝水酸化ナトリウム溶液の物質量濃度　単位はｍｏｌ／ｌ
ｔ＝水酸化ナトリウム溶液の力価
Ｍ＝ＫＯＨのモル質量＝５６．１１ｇ／ｍｏｌ
Ｅ＝試料の量り取った量　単位はｇ
【００５２】
　（Ｖｂ－Ｖａ）は、測定すべき試料の上述のアセチル化の際に結合した酢酸の量と同等
の、使用した水酸化ナトリウム溶液のｍｌ単位の量である。
【００５３】
　ＯＨ価を決定するためのすぐ上で述べた方法を以下に「方法ＯＨＺ－Ａ」と言う。
【００５４】
　本発明のさらなる好ましい一実施形態では、本発明による組成物は、化粧料組成物、皮
膚科学的組成物または医薬組成物、植物保護調合物、洗濯洗剤および洗浄剤、または着色
剤および塗料である。
【００５５】
　本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物もしくは医薬組成物、植物保護調合物、
洗濯洗剤および洗浄剤、または着色剤および塗料は、本発明による予混合物から製造する
ことができる。ただし代替策として本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または
医薬組成物は、１種または複数の式（Ｉ）の化合物および１種または複数の成分ｂ）の物
質を別々に使用して製造することもできる。
【００５６】
　本発明の好ましい一実施形態では、本発明による組成物は、化粧料組成物、皮膚科学的
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組成物または医薬組成物である。この化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物
を以下に記載する。
【００５７】
　本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物は、それぞれ本発明に
よる組成物の総重量に対し、１種または複数の成分ａ）の化合物を好ましくは０．０１～
１０．０重量％の量で、特に好ましくは０．１～５．０重量％の量で、とりわけ好ましく
は０．２～３．０重量％の量で、非常に好ましくは０．５～２．０重量％の量で、および
１種または複数の成分ｂ）の物質を好ましくは０．０１～１０．０重量％の量で、特に好
ましくは０．１～５．０重量％の量で、とりわけ好ましくは０．２～３．０重量％の量で
、非常に好ましくは０．５～２．０重量％の量で含有している。
【００５８】
　既に述べたように、本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物は
、本発明の好ましい一実施形態ではソルビトールおよびソルビトールエステルから選択さ
れる化合物を含有しない。しかしながら本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物ま
たは医薬組成物が、ソルビトールおよびソルビトールエステル（このエステルの酸成分の
基礎となるカルボン酸は好ましくはカプリル酸である）から選択される１種または複数の
化合物を含有する場合、これらの化合物は合わせて好ましくは０．１重量％以下の量で、
特に好ましくは０．０６重量％以下の量で、とりわけ好ましくは０．０２重量％以下の量
で、および非常に好ましくは０．０１重量％以下の量で、本発明による化粧料組成物、皮
膚科学的組成物または医薬組成物に含有されており、この重量％の表示はそれぞれ、出来
上がった本発明による組成物の総重量に対してである。
【００５９】
　既に述べたように、本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物は
、本発明のさらなる好ましい一実施形態ではソルビタンおよびソルビタンエステルから選
択される化合物を含有しない。しかしながら本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成
物または医薬組成物が、ソルビタンおよびソルビタンエステル（このエステルの酸成分の
基礎となるカルボン酸は好ましくはカプリル酸である）から選択される１種または複数の
化合物を含有する場合、これらの化合物は合わせて好ましくは０．４重量％以下の量で、
特に好ましくは０．２重量％以下の量で、とりわけ好ましくは０．１重量％以下の量で、
および非常に好ましくは０．０２重量％以下の量で、本発明による化粧料組成物、皮膚科
学的組成物または医薬組成物に含有されており、この重量％の表示はそれぞれ、出来上が
った本発明による組成物の総重量に対してである。
【００６０】
　本発明のさらなる好ましい一実施形態では、本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組
成物または医薬組成物の粘度は、好ましくは５０～２０００００ｍＰａ・ｓの範囲内、特
に好ましくは５００～１０００００ｍＰａ・ｓの範囲内、とりわけ好ましくは２０００～
５００００ｍＰａ・ｓの範囲内、および非常に好ましくは５０００～３００００ｍＰａ・
ｓの範囲内である（２０℃、Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　ＲＶＴ、ＲＶスピンドルセット、１
分当たり２０回転）。
【００６１】
　本発明のさらなる好ましい一実施形態では、本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組
成物または医薬組成物は、液剤、ジェル、フォーム、スプレー、ローション、またはクリ
ームの形態で存在している。
【００６２】
　本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物は、水もしくは水－ア
ルコールをベースとして構成されているか、または溶液、エマルション、もしくは分散系
として存在していることが好ましい。特に好ましいのは、本発明による組成物がエマルシ
ョンとして存在していることであり、とりわけ好ましいのは水中油型エマルションとして
存在していることである。
【００６３】
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　本発明の特に好ましい一実施形態では、本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物
または医薬組成物は水中油型エマルションとして存在しており、好ましくは組成物の総重
量に対し、
ａ）水相または水－アルコール性相を最大で９５．０重量％、好ましくは４９．４９～９
５．０重量％、特に好ましくは６８．９～９０．０重量％、とりわけ好ましくは７０．０
～８５．０重量％含有しており、
ｂ）油相を最大で７０．０重量％、好ましくは４．４９～５０．０重量％、特に好ましく
は８．９～３０．０重量％、とりわけ好ましくは１３．５～２５．０重量％含有しており
、
ｃ）１種または複数の式（Ｉ）の化合物と、少なくとも１個の芳香族基を含有する１種ま
たは複数のアルコールとを含有する組成物を最大で１０．０重量％、好ましくは０．０１
～１０．０重量％、特に好ましくは０．０５～５．０重量％、とりわけ好ましくは０．１
～２．０重量％含有しており、この組成物は上記の化合物およびアルコールを好ましくは
３０重量％以上、特に好ましくは４０重量％以上、とりわけ好ましくは５０重量％以上の
量で含有しており、さらに式（Ｉ）の化合物：少なくとも１個の芳香族基を含有するアル
コールの重量比が好ましくは９０．０：１０．０～１０．０：９０．０、特に好ましくは
８０．０：２０．０～２０．０：８０．０であり、さらに好ましくはこの組成物は本発明
による予混合物であり、かつ
ｄ）１種または複数のさらなる添加物質を最大で２０．０重量％、好ましくは０．５～１
０重量％、特に好ましくは１．０～５．０重量％、とりわけ好ましくは１．０～３．０重
量％含有している。
【００６４】
　すぐ上で述べた水中油型エマルションにおける１種または複数のさらなる添加物質は、
乳化剤、共乳化剤、可溶化剤、活性物質、日焼け止めフィルター、顔料、および抗菌有効
物質から成る群から選択されるのが好ましい。
【００６５】
　ベースが水－アルコール性またはさらにアルコール性である本発明による化粧料組成物
、皮膚科学的組成物または医薬組成物に対し、すべての一価または多価アルコールが考慮
される。好ましくは、１～４個の炭素原子を有するアルコール、例えばエタノール、プロ
パノール、イソプロパノール、ｎ－ブタノール、ｉ－ブタノール、ｔｅｒｔ．－ブタノー
ル、またはグリセリン、およびアルキレングリコール、特にプロピレングリコール、ブチ
レングリコール、またはヘキシレングリコール、ならびに挙げたアルコールからの混合物
が使用される。さらなる好ましいアルコールは、相対分子質量が２０００未満のポリエチ
レングリコールである。特に好ましいのは、エタノールまたはイソプロパノールの使用で
ある。
【００６６】
　本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物は、１種または複数の
油を含有することができる。
【００６７】
　油は、トリグリセリド、天然および合成の脂肪族化合物、好ましくは脂肪酸と炭素数の
少ないアルコール、例えばメタノール、イソプロパノール、プロピレングリコール、もし
くはグリセリンとのエステル、または脂肪族アルコールと炭素数の少ないアルカン酸もし
くは脂肪酸とのエステルの群から、あるいは安息香酸アルキルならびに天然または合成の
炭化水素油の群から選択できることが有利である。
【００６８】
　考慮されるのは、直鎖状または分枝状の飽和または不飽和の場合によってはヒドロキシ
ル化されたＣ８～Ｃ３０脂肪酸のトリグリセリドであり、とりわけ植物油、例えばヒマワ
リ油、トウモロコシ油、大豆油、米油、ホホバ油、バブースク（Ｂａｂｕｓｓｃｕ）油、
カボチャ油、ブドウ種子油、ゴマ油、クルミ油、アンズ油、オレンジ油、小麦胚種油、桃
種油、マカダミア油、アボカド油、甘扁桃油、ハナタネツケバナ油、ヒマシ油、オリーブ



(12) JP 6120845 B2 2017.4.26

10

20

30

40

50

油、ラッカセイ油、菜種油、およびヤシ油、ならびに合成トリグリセリド油、例えば市販
品のＭｙｒｉｔｏｌ（登録商標）３１８である。硬化トリグリセリドも考慮される。動物
由来の油、例えば牛脂、ペルヒドロスクアレン、ラノリンを用いてもよい。
【００６９】
　好ましい油脂化合物のそのほかのクラスは、直鎖状または分枝状のＣ８～２２アルカノ
ールの安息香酸エステルであり、例えば市販品のＦｉｎｓｏｌｖ（登録商標）ＳＢ（安息
香酸イソステアリル）、Ｆｉｎｓｏｌｖ（登録商標）ＴＮ（Ｃ１２～Ｃ１５安息香酸アル
キル）、およびＦｉｎｓｏｌｖ（登録商標）ＥＢ（安息香酸エチルヘキシル）である。
【００７０】
　好ましい油脂化合物のそのほかのクラスは、全部で１２～３６個の炭素原子、とりわけ
１２～２４個の炭素原子を有するジアルキルエーテルであり、例えばジ－ｎ－オクチルエ
ーテル（Ｃｅｔｉｏｌ（登録商標）ＯＥ）、ジ－ｎ－ノニルエーテル、ジ－ｎ－デシルエ
ーテル、ジ－ｎ－ウンデシルエーテル、ジ－ｎ－ドデシルエーテル、ｎ－ヘキシル－ｎ－
オクチルエーテル、ｎ－オクチル－ｎ－デシルエーテル、ｎ－デシル－ｎ－ウンデシルエ
ーテル、ｎ－ウンデシル－ｎ－ドデシルエーテル、およびｎ－ヘキシル－ｎ－ウンデシル
エーテル、ジ－３－エチルデシルエーテル、ｔｅｒｔ．－ブチル－ｎ－オクチルエーテル
、イソペンチル－ｎ－オクチルエーテル、および２－メチルペンチル－ｎ－オクチルエー
テル、ならびにジ－ｔｅｒｔ．－ブチルエーテルおよびジイソペンチルエーテルである。
【００７１】
　６～３０個の炭素原子を有する分枝状の飽和または不飽和の脂肪族アルコール、例えば
イソステアリルアルコール、ならびにゲルベアルコールも考慮される。
【００７２】
　好ましい油脂化合物のそのほかのクラスは、ヒドロキシカルボン酸アルキルエステルで
ある。好ましいヒドロキシカルボン酸アルキルエステルは、グリコール酸、乳酸、リンゴ
酸、酒石酸、またはクエン酸の完全エステルである。さらなる原理的に適したヒドロキシ
カルボン酸のエステルは、β－ヒドロキシプロピオン酸の、タルトロン酸の、Ｄ－グルコ
ン酸の、糖酸の、粘液酸の、またはグルクロン酸のエステルである。これらのエステルの
アルコール成分としては、８～２２個のＣ原子を有する第一級の直鎖状または分枝状の脂
肪族アルコールが適している。ここではＣ１２～Ｃ１５脂肪族アルコールのエステルが特
に好ましい。このタイプのエステルは、例えばＥｎｉＣｈｅｍ，Ａｕｇｕｓｔａ　Ｉｎｄ
ｕｓｔｒｉａｌｅの商品名Ｃｏｓｍａｃｏｌ（登録商標）が市場で入手可能である。
【００７３】
　好ましい油脂化合物のそのほかのクラスは、直鎖状または分枝状のＣ２～Ｃ１０アルカ
ノールのジカルボン酸エステルであり、例えばジ－ｎ－ブチルアジパート（Ｃｅｔｉｏｌ
（登録商標）Ｂ）、ジ－（２－エチルヘキシル）アジパート、およびジ－（２－エチルヘ
キシル）スクシナート、ならびにジオールエステル、例えばジオレイン酸エチレングリコ
ール、ジイソトリデカン酸エチレングリコール、プロピレングリコール－ジ－（２－エチ
ルヘキサノアート）、ジイソステアリン酸プロピレングリコール、ジペラルゴン酸プロピ
レングリコール、ジイソステアリン酸ブタンジオール、およびジカプリル酸ネオペンチル
グリコール、ならびに酢酸ジイソトリデシルである。
【００７４】
　同様に好ましい油脂化合物は、炭酸と脂肪族アルコールの対称性、非対称性、または環
状のエステル、炭酸グリセリンまたは炭酸ジカプリリル（Ｃｅｔｉｏｌ（登録商標）ＣＣ
）である。
【００７５】
　好ましい油脂化合物のそのほかのクラスは、不飽和Ｃ１２～Ｃ２２脂肪酸の二量体（ダ
イマー脂肪酸）と、一価の直鎖状、分枝状、もしくは環状のＣ２～Ｃ１８アルカノールま
たは多価の直鎖状もしくは分枝状のＣ２～Ｃ６アルカノールとのエステルである。
【００７６】
　好ましい油脂化合物のそのほかのクラスは、炭化水素油、例えば直鎖状または分枝状の



(13) JP 6120845 B2 2017.4.26

10

20

30

40

50

飽和または不飽和のＣ７～Ｃ４０炭素鎖を有する炭化水素油、例えばワセリン、ドデカン
、イソドデカン、コレステロール、ラノリン、合成炭化水素、例えばポリオレフィン、と
りわけポリイソブテン、水添ポリイソブテン、ポリデカン、およびヘキサデカン、イソヘ
キサデカン、パラフィン油、イソパラフィン油、例えば市販品のＰｅｒｍｅｔｈｙｌ（登
録商標）シリーズ、スクアラン、スクアレン、および脂環式炭化水素、例えば市販品の１
，３－ジ－（２－エチルヘキシル）シクロヘキサン（Ｃｅｔｉｏｌ（登録商標）Ｓ）、オ
ゾケライト、およびセレシンである。
【００７７】
　シリコーン油またはシリコーンワックスも考慮され、好ましいのは、ジメチルポリシロ
キサンおよびシクロメチコン、ポリジアルキルシロキサンＲ３ＳｉＯ（Ｒ２ＳｉＯ）ｘＳ
ｉＲ３（式中、Ｒはメチルまたはエチル、特に好ましくはメチルであり、ｘは２～５００
の数字である）、例えば商品名ＶＩＣＡＳＩＬ（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｃ
ｏｍｐａｎｙ）、ＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ　２００、ＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ　２２５、
ＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ　２００（ＤＯＷ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）
で入手可能なジメチコン、および商品名ＳｉｌＣａｒｅ（登録商標）Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　
４１Ｍ６５、ＳｉｌＣａｒｅ（登録商標）Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　４１Ｍ７０、ＳｉｌＣａｒ
ｅ（登録商標）Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　４１Ｍ８０（Ｃｌａｒｉａｎｔ）で入手可能なジメチ
コン、ステアリルジメチルポリシロキサン、Ｃ２０～Ｃ２４アルキルジメチルポリシロキ
サン、Ｃ２４～Ｃ２８アルキルジメチルポリシロキサン、さらにまた商品名ＳｉｌＣａｒ
ｅ（登録商標）Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　４１Ｍ４０、ＳｉｌＣａｒｅ（登録商標）Ｓｉｌｉｃ
ｏｎｅ　４１Ｍ５０（Ｃｌａｒｉａｎｔ）で入手可能なメチコン、さらにトリメチルシロ
キシシリカート［（ＣＨ２）３ＳｉＯ）１／２］ｘ［ＳｉＯ２］ｙ（式中、ｘは１～５０
０の数字であり、ｙは１～５００の数字である）、ジメチコノールＲ３ＳｉＯ［Ｒ２Ｓｉ
Ｏ］ｘＳｉＲ２ＯＨおよびＨＯＲ２ＳｉＯ［Ｒ２ＳｉＯ］ｘＳｉＲ２ＯＨ（式中、Ｒはメ
チルまたはエチルであり、ｘは最大で５００の数字である）、ポリアルキルアリールシロ
キサン、例えば商品名ＳＦ　１０７５　ＭＥＴＨＹＬＰＨＥＮＹＬ　ＦＬＵＩＤ（Ｇｅｎ
ｅｒａｌ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｃｏｍｐａｎｙ）および５５６　ＣＯＳＭＥＴＩＣ　ＧＲ
ＡＤＥ　ＰＨＥＮＹＬ　ＴＲＩＭＥＴＨＩＣＯＮＥ　ＦＬＵＩＤ（ＤＯＷ　Ｃｏｒｎｉｎ
ｇ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）で入手可能なポリメチルフェニルシロキサン、ポリジアリ
ールシロキサン、シリコーン樹脂、環状シリコーン、およびアミノ変性、脂肪酸変性、ア
ルコール変性、ポリエーテル変性、エポキシ変性、フッ素変性、および／またはアルキル
変性されたシリコーン化合物、およびポリエーテルシロキサンコポリマーである。
【００７８】
　本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物は、さらなる補助物質
および添加物質として、例えばワックス、乳化剤、共乳化剤、可溶化剤、電解質、ヒドロ
キシ酸、安定化剤、カチオン性ポリマー、膜形成剤、さらなる増粘剤、ゲル化剤、過脂肪
剤、再脂肪剤、さらなる抗菌有効物質、生体活性物質、収斂剤、デオドラント物質、日焼
け止めフィルター、酸化防止剤、保湿剤、溶剤、着色剤、真珠光沢剤、フレグランス、濁
り剤、および／またはシリコーンを含有することができる。
【００７９】
　本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物は、ワックス、例えば
パラフィンワックス、マイクロワックス、およびオゾケライト、蜜ロウおよびその部分画
分および蜜ロウ誘導体、ホモポリマー性ポリエチレンまたはα－オレフィンのコポリマー
の群からのワックス、ならびに天然ワックス、例えばライスワックス、キャンデリラワッ
クス、カルナバワックス、木ロウ、またはセラックワックスを含有することができる。
【００８０】
　乳化剤、共乳化剤、および可溶化剤として、非イオン性、アニオン性、カチオン性、ま
たは両性の表面活性化合物を用いることができる。
【００８１】
　非イオノゲン性表面活性化合物として考慮されるのは、好ましくは、１～３０モルのエ
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チレンオキシドおよび／または１～５モルのプロピレンオキシドの、８～２２個のＣ原子
を有する直鎖脂肪族アルコールへの、１２～２２個のＣ原子を有する脂肪酸への、アルキ
ル基に８～１５個のＣ原子を有するアルキルフェノールへの、およびソルビタンエステル
またはソルビトールエステルへの付加生成物であり、１～３０モルのエチレンオキシドの
グリセリンへの付加生成物の（Ｃ１２～Ｃ１８）脂肪酸モノおよびジエステルであり、１
４～２２個の炭素原子を有する飽和および不飽和脂肪酸のグリセリンモノおよびジエステ
ルならびにソルビタンモノおよびジエステル、および場合によってはそのエチレンオキシ
ド付加生成物であり、１５～６０モルのエチレンオキシドのヒマシ油および／または硬化
ヒマシ油への付加生成物であり、ポリオールエステルおよびとりわけポリグリセリンエス
テル、例えばポリグリセリンポリリシノレアートおよびポリグリセリンポリ－１２－ヒド
ロキシステアラートである。同様に好ましくは、エトキシル化された脂肪族アミン、脂肪
酸アミド、脂肪酸アルカノールアミド、およびこの物質クラスの複数からの化合物の混合
物が適している。
【００８２】
　イオノゲン性共乳化剤として、例えばモノリン酸エステル、ジリン酸エステル、または
トリリン酸エステル、石鹸（例えばステアリン酸ナトリウム）、脂肪族アルコールスルフ
ァートのようなアニオン性乳化剤が適しており、さらにモノアルキルクアット、ジアルキ
ルクアット、およびトリアルキルクアット、ならびにそのポリマー性誘導体のようなカチ
オン性乳化剤も適している。
【００８３】
　両性乳化剤に関しては、アルキルアミノアルキルカルボン酸、ベタイン、スルホベタイ
ン、およびイミダゾリン誘導体を使用し得ることが好ましい。
【００８４】
　特に好ましいのは、エトキシル化されたステアリルアルコール、イソステアリルアルコ
ール、セチルアルコール、イソセチルアルコール、オレイルアルコール、ラウリルアルコ
ール、イソラウリルアルコール、およびセチルステアリルアルコールの群から選択される
脂肪族アルコールエトキシラートを使用することであり、とりわけポリエチレングリコー
ル（１３）ステアリルエーテル、ポリエチレングリコール（１４）ステアリルエーテル、
ポリエチレングリコール（１５）ステアリルエーテル、ポリエチレングリコール（１６）
ステアリルエーテル、ポリエチレングリコール（１７）ステアリルエーテル、ポリエチレ
ングリコール（１８）ステアリルエーテル、ポリエチレングリコール（１９）ステアリル
エーテル、ポリエチレングリコール（２０）ステアリルエーテル、ポリエチレングリコー
ル（１２）イソステアリルエーテル、ポリエチレングリコール（１３）イソステアリルエ
ーテル、ポリエチレングリコール（１４）イソステアリルエーテル、ポリエチレングリコ
ール（１５）イソステアリルエーテル、ポリエチレングリコール（１６）イソステアリル
エーテル、ポリエチレングリコール（１７）イソステアリルエーテル、ポリエチレングリ
コール（１８）イソステアリルエーテル、ポリエチレングリコール（１９）イソステアリ
ルエーテル、ポリエチレングリコール（２０）イソステアリルエーテル、ポリエチレング
リコール（１３）セチルエーテル、ポリエチレングリコール（１４）セチルエーテル、ポ
リエチレングリコール（１５）セチルエーテル、ポリエチレングリコール（１６）セチル
エーテル、ポリエチレングリコール（１７）セチルエーテル、ポリエチレングリコール（
１８）セチルエーテル、ポリエチレングリコール（１９）セチルエーテル、ポリエチレン
グリコール（２０）セチルエーテル、ポリエチレングリコール（１３）イソセチルエーテ
ル、ポリエチレングリコール（１４）イソセチルエーテル、ポリエチレングリコール（１
５）イソセチルエーテル、ポリエチレングリコール（１６）イソセチルエーテル、ポリエ
チレングリコール（１７）イソセチルエーテル、ポリエチレングリコール（１８）イソセ
チルエーテル、ポリエチレングリコール（１９）イソセチルエーテル、ポリエチレングリ
コール（２０）イソセチルエーテル、ポリエチレングリコール（１２）オレイルエーテル
、ポリエチレングリコール（１３）オレイルエーテル、ポリエチレングリコール（１４）
オレイルエーテル、ポリエチレングリコール（１５）オレイルエーテル、ポリエチレング
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リコール（１２）ラウリルエーテル、ポリエチレングリコール（１２）イソラウリルエー
テル、ポリエチレングリコール（１３）セチルステアリルエーテル、ポリエチレングリコ
ール（１４）セチルステアリルエーテル、ポリエチレングリコール（１５）セチルステア
リルエーテル、ポリエチレングリコール（１６）セチルステアリルエーテル、ポリエチレ
ングリコール（１７）セチルステアリルエーテル、ポリエチレングリコール（１８）セチ
ルステアリルエーテル、ポリエチレングリコール（１９）セチルステアリルエーテルを使
用することである。
【００８５】
　同様に好ましいのは、エトキシル化されたステアラート、イソステアラート、およびオ
レアートの群から選択される脂肪酸エトキシラートであり、とりわけポリエチレングリコ
ール（２０）ステアラート、ポリエチレングリコール（２１）ステアラート、ポリエチレ
ングリコール（２２）ステアラート、ポリエチレングリコール（２３）ステアラート、ポ
リエチレングリコール（２４）ステアラート、ポリエチレングリコール（２５）ステアラ
ート、ポリエチレングリコール（１２）イソステアラート、ポリエチレングリコール（１
３）イソステアラート、ポリエチレングリコール（１４）イソステアラート、ポリエチレ
ングリコール（１５）イソステアラート、ポリエチレングリコール（１６）イソステアラ
ート、ポリエチレングリコール（１７）イソステアラート、ポリエチレングリコール（１
８）イソステアラート、ポリエチレングリコール（１９）イソステアラート、ポリエチレ
ングリコール（２０）イソステアラート、ポリエチレングリコール（２１）イソステアラ
ート、ポリエチレングリコール（２２）イソステアラート、ポリエチレングリコール（２
３）イソステアラート、ポリエチレングリコール（２４）イソステアラート、ポリエチレ
ングリコール（２５）イソステアラート、ポリエチレングリコール（１２）オレアート、
ポリエチレングリコール（１３）オレアート、ポリエチレングリコール（１４）オレアー
ト、ポリエチレングリコール（１５）オレアート、ポリエチレングリコール（１６）オレ
アート、ポリエチレングリコール（１７）オレアート、ポリエチレングリコール（１８）
オレアート、ポリエチレングリコール（１９）オレアート、ポリエチレングリコール（２
０）オレアートである。
【００８６】
　エトキシル化されたアルキルエーテルカルボン酸またはその塩として、ラウレス－１１
－カルボン酸ナトリウムを使用できることが有利である。
【００８７】
　エトキシル化されたトリグリセリドとして、ポリエチレングリコール（６０）月見草グ
リセリドを使用できることが有利である。
【００８８】
　さらに、ポリエチレングリコールグリセリン脂肪酸エステルを、ポリエチレングリコー
ル（２０）グリセリルラウラート、ポリエチレングリコール（６）グリセリルカプラート
／カプリナート、ポリエチレングリコール（２０）グリセリルオレアート、ポリエチレン
グリコール（２０）グリセリルイソステアラート、およびポリエチレングリコール（１８
）グリセリルオレアート／ココアートの群から選択することが利点である。
【００８９】
　エトキシル化されたソルビタンエステルに関しては、特に、ポリエチレングリコール（
２０）ソルビタンモノラウラート、ポリエチレングリコール（２０）ソルビタンモノステ
アラート、ポリエチレングリコール（２０）ソルビタンモノイソステアラート、ポリエチ
レングリコール（２０）ソルビタンモノパルミタート、ポリエチレングリコール（２０）
ソルビタンモノオレアートが適している。
【００９０】
　特に有利な共乳化剤は、グリセリルモノステアラート、グリセリルモノオレアート、ジ
グリセリルモノステアラート、グリセリルイソステアラート、ポリグリセリル－３－オレ
アート、ポリグリセリル－３－ジイソステアラート、ポリグリセリル－４－イソステアラ
ート、ポリグリセリル－２－ジポリヒドロキシステアラート、ポリグリセリル－４－ジポ
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リヒドロキシステアラート、ＰＥＧ－３０－ジポリヒドロキシステアラート、ジイソステ
アロイルポリグリセリル－３－ジイソステアラート、グリコールジステアラート、および
ポリグリセリル－３－ジポリヒドロキシステアラート、ソルビタンモノイソステアラート
、ソルビタンステアラート、ソルビタンオレアート、サッカロースジステアラート、レシ
チン、ＰＥＧ－７－水添ヒマシ油、セチルアルコール、ステアリルアルコール、ベヘニル
アルコール、イソベヘニルアルコール、およびポリエチレングリコール（２）ステアリル
エーテル（ステアレス－２）、アルキルメチコンコポリオールおよびアルキルジメチコン
コポリオール、とりわけセチルジメチコンコポリオール（ＡＢＩＬ（登録商標）ＥＭ９０
）、ラウリルメチコンコポリオール、またはアモジメチコングリセロカルバマート（Ｓｉ
ｌＣａｒｅ（登録商標）Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　ＷＳＩ、Ｃｌａｒｉａｎｔ）である。
【００９１】
　本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物が、乳化剤、共乳化剤
、および可溶化剤から成る群から選択される１種または複数の物質を含有する場合、この
１種または複数の物質は、対応する本発明による組成物の総重量に対し好ましくは０．１
～２０．０重量％の量で、特に好ましくは０．５～１０．０重量％の量で、およびとりわ
け好ましくは１．０～５．０重量％の量で、本発明による組成物に含有している。
【００９２】
　電解質として使用できるのは、無機塩、好ましくはアンモニウム塩もしくは金属塩、特
に好ましくはハロゲン化物のアンモニウム塩もしくは金属塩、例えばＣａＣｌ２、ＭｇＣ
ｌ２、ＬｉＣｌ、ＫＣｌ、およびＮａＣｌであり、カルボナートの、ヒドロゲンカルボナ
ートの、ホスファートの、スルファートの、ニトラートのアンモニウム塩もしくは金属塩
であり、とりわけ好ましくは塩化ナトリウムであり、かつ／または有機塩、好ましくはア
ンモニウム塩もしくは金属塩、特に好ましくはグリコール酸の、乳酸の、クエン酸の、酒
石酸の、マンデル酸の、サリチル酸の、アスコルビン酸の、ピルビン酸の、フマル酸の、
レチノイン酸の、スルホン酸の、安息香酸の、コウジ酸の、フルーツ酸の、リンゴ酸の、
グルコン酸の、もしくはガラクツロン酸のアンモニウム塩もしくは金属塩である。
【００９３】
　これには、アルミニウム塩、好ましくはクロルヒドロキシアルミニウムまたはアルミニ
ウム－ジルコニウム錯塩も含まれる。
【００９４】
　したがって本発明の好ましい一実施形態では、本発明による化粧料組成物、皮膚科学的
組成物または医薬組成物は、無機塩および有機塩から選択される１種または複数の物質を
含有している。
【００９５】
　電解質として、本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物は、様
々な塩の混合物を含有することもできる。
【００９６】
　本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物が、１種または複数の
電解質を含有する場合、この電解質は、対応する本発明による組成物の総重量に対し好ま
しくは０．０１～２０．０重量％の量で、特に好ましくは０．１～１０．０重量％の量で
、およびとりわけ好ましくは０．５～５．０重量％の量で、本発明による組成物に含有し
ている。
【００９７】
　本発明のさらなる好ましい一実施形態では、本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組
成物または医薬組成物は、１種または複数のヒドロキシ酸を含有しており、特に好ましく
はアルファおよびベータ－ヒドロキシ酸から選択される１種または複数の物質を含有して
いる。
【００９８】
　ヒドロキシ酸に関し、本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物
は、好ましくは乳酸、グリコール酸、サリチル酸およびアルキル化サリチル酸、またはク
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エン酸を含有することができる。本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医
薬組成物はさらなる酸成分をさらに含有することができる。作用物質として考慮されるの
は、酒石酸、マンデル酸、コーヒー酸、ピルビン酸、オリゴオキサモノおよびジカルボン
酸、フマル酸、レチノイン酸、スルホン酸、安息香酸、コウジ酸、フルーツ酸、リンゴ酸
、グルコン酸、ピルビン酸、ガラクツロン酸、リボン酸、およびすべてのその誘導体、遊
離した形または部分的に中性化した形でのポリグリコール二酸、ビタミンＣ（アスコルビ
ン酸）、ビタミンＣ誘導体、ジヒドロキシアセトンであり、または美白活性剤、例えばア
ルブチンまたはグリシルレチン酸およびその塩である。本発明による化粧料組成物、皮膚
科学的組成物または医薬組成物が、このすぐ上で述べた物質の１種または複数を含有する
場合、この１種または複数の物質は、対応する本発明による組成物の総重量に対し好まし
くは０．１～２０．０重量％の量で、特に好ましくは０．２～１０．０重量％の量で、お
よびとりわけ好ましくは０．５～５．０重量％の量で、本発明による組成物に含有してい
る。
【００９９】
　したがって本発明のさらなる好ましい一実施形態では、本発明による化粧料組成物、皮
膚科学的組成物または医薬組成物は、ビタミンＣおよびビタミンＣ誘導体から選択される
１種または複数の物質を含有しており、このビタミンＣ誘導体は、アスコルビルリン酸ナ
トリウム、アスコルビルリン酸マグネシウム、およびマグネシウムアスコルビルグルコシ
ドから選択されることが好ましい。
【０１００】
　本発明のさらなる好ましい一実施形態では、本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組
成物または医薬組成物は、安息香酸、ソルビン酸、サリチル酸、乳酸、およびパラメトキ
シ安息香酸から成る群から選択される１種または複数の物質を含有している。前述の有機
酸は、さらなる防腐剤として用いることができる。
【０１０１】
　安定化剤として、本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物では
、例えばステアリン酸マグネシウム、ステアリン酸アルミニウム、および／またはステア
リン酸亜鉛のような脂肪酸の金属塩を用いることができる。本発明による化粧料組成物、
皮膚科学的組成物または医薬組成物が、このすぐ上で述べた物質の１種または複数を含有
する場合、この１種または複数の物質は、対応する本発明による組成物の総重量に対し好
ましくは０．１～１０．０重量％の量で、特に好ましくは０．５～８．０重量％の量で、
およびとりわけ好ましくは１．０～５．０重量％の量で、本発明による組成物に含有して
いる。
【０１０２】
　カチオン性ポリマーとして適しているのは、「ポリクオタニウム」というＩＮＣＩ名称
で知られている物質、とりわけポリクオタニウム－３１、ポリクオタニウム－１６、ポリ
クオタニウム－２４、ポリクオタニウム－７、ポリクオタニウム－２２、ポリクオタニウ
ム－３９、ポリクオタニウム－２８、ポリクオタニウム－２、ポリクオタニウム－１０、
ポリクオタニウム－１１、およびポリクオタニウム３７＆鉱油＆ＰＰＧトリデセス（Ｓａ
ｌｃａｒｅ　ＳＣ９５）、ＰＶＰ－ジメチルアミノエチルメタクリラートコポリマー、グ
アーヒドロキシプロピルトリアンモニウムクロリド、ならびにアルギン酸カルシウムおよ
びアルギン酸アンモニウムである。さらに、カチオン性セルロース誘導体、カチオン性デ
ンプン、ジアリルアンモニウム塩とアクリルアミドのコポリマー、第四級化ビニルピロリ
ドン／ビニルイミダゾールポリマー、ポリグリコールとアミンの縮合生成物、第四級化コ
ラーゲンポリペプチド、第四級化小麦ポリペプチド、ポリエチレンイミン、例えばアミド
メチコンのようなカチオン性シリコーンポリマー、アジピン酸とジメチルアミノヒドロキ
シプロピルジエチレントリアミンのコポリマー、ポリアミノポリアミド、および例えばキ
トサンのようなカチオン性キチン誘導体を用いることができる。
【０１０３】
　本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物が、上記のカチオン性
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ポリマーの１種または複数を含有する場合、このカチオン性ポリマーは、対応する本発明
による組成物の総重量に対し好ましくは０．１～５．０重量％の量で、特に好ましくは０
．２～３．０重量％の量で、およびとりわけ好ましくは０．５～２．０重量％の量で、本
発明による組成物に含有している。
【０１０４】
　本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物は膜形成剤をさらに含
有することができ、この膜形成剤は適用目的に応じ、フェニルベンゾイミダゾールスルホ
ン酸の塩、水溶性ポリウレタン、例えばＣ１０－ポリカルバミルポリグリセリルエステル
、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドンコポリマー、例えばビニルピロリドン／
酢酸ビニルコポリマーまたはＰＶＰ／エイコセンコポリマー、マレイン化ポリプロピレン
ポリマー、水溶性アクリル酸ポリマー／コポリマーまたはそのエステルもしくは塩、例え
ばアクリル／メタクリル酸の部分エステルコポリマー、水溶性セルロース、例えばヒドロ
キシメチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、
水溶性クオタニウム、ポリクオタニウム、カルボキシビニルポリマー、例えばカルボマー
およびその塩、多糖類、例えばポリデキストロースおよびグルカン、酢酸ビニル／クロト
ナート、例えば商品名Ａｒｉｓｔｏｆｌｅｘ（登録商標）Ａ６０（Ｃｌａｒｉａｎｔ）の
市販品から選択される。
【０１０５】
　本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物が、１種または複数の
膜形成剤を含有する場合、この膜形成剤は、対応する本発明による組成物の総重量に対し
好ましくは０．１～１０．０重量％の量で、特に好ましくは０．２～５．０重量％の量で
、およびとりわけ好ましくは０．５～３．０重量％の量で、本発明による組成物に含有し
ている。
【０１０６】
　化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物の望ましい粘度は、さらなる増粘剤
およびゲル化剤の添加によって調整することができる。好ましくは、セルロースエーテル
および他のセルロース誘導体（例えばカルボキシメチルセルロース、ヒドロキシエチルセ
ルロース）、ゼラチン、デンプンおよびデンプン誘導体、アルギン酸ナトリウム、脂肪酸
ポリエチレングリコールエステル、寒天、カラゲナン、トラガカント、またはデキストリ
ン誘導体、とりわけデキストリンエステルが考慮される。さらに、好ましくは１２～２２
個のＣ原子を有する脂肪酸の金属塩、例えばステアリン酸ナトリウム、パルミチン酸ナト
リウム、ラウリン酸ナトリウム、アラキジン酸ナトリウム、ベヘン酸ナトリウム、ステア
リン酸カリウム、パルミチン酸カリウム、ミリスチン酸ナトリウム、モノステアリン酸ア
ルミニウム、ヒドロキシ脂肪酸、例えば１２－ヒドロキシステアリン酸、１６－ヒドロキ
シヘキサデカノイル酸、脂肪酸アミド、脂肪酸アルカノールアミド、ジベンザルソルビト
ール、ならびにアルコール可溶性のポリアミドおよびポリアクリルアミド、またはそれら
の混合物が適している。そのほかに架橋および非架橋のポリアクリラート、例えばカルボ
マー、ポリアクリル酸ナトリウム、またはスルホン酸含有ポリマー、例えばアクリロイル
ジメチルタウリン酸アンモニウム／ＶＰコポリマーまたはアクリロイルジメチルタウリン
酸ナトリウム／ＶＰコポリマーを使用することができる。
【０１０７】
　本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物が、さらなる増粘剤お
よびゲル化剤から成る群から選択される１種または複数の物質を含有する場合、この１種
または複数の物質は、対応する本発明による組成物の総重量に対し好ましくは０．０１～
２０．０重量％の量で、特に好ましくは０．１～１０．０重量％の量で、とりわけ好まし
くは０．２～３．０重量％の量で、および非常に好ましくは０．４～２．０重量％の量で
、本発明による組成物に含有している。
【０１０８】
　過脂肪剤または再脂肪剤として、好ましくはラノリンおよびレシチン、非エトキシル化
およびポリエトキシル化またはアシル化されたラノリン誘導体およびレシチン誘導体、ポ
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リオール脂肪酸エステル、例えばオレイン酸グリセリル、モノグリセリド、ジグリセリド
、およびトリグリセリド、ならびに／または脂肪酸アルカノールアミドを使用することが
でき、脂肪酸アルカノールアミドは同時に泡安定剤として役立つ。本発明による化粧料組
成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物が、すぐ上で述べた物質の１種または複数を含
有する場合、この１種または複数の物質は、対応する本発明による組成物の総重量に対し
好ましくは０．０１～１０．０重量％の量で、特に好ましくは０．１～５．０重量％の量
で、およびとりわけ好ましくは０．５～３．０重量％の量で、本発明による組成物に含有
している。
【０１０９】
　本発明のさらなる好ましい一実施形態では、本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組
成物または医薬組成物は、１種または複数のさらなる抗菌有効物質を含有しており、好ま
しくは殺菌組成物の形態で、および特に好ましくは殺菌ジェルの形態で存在している。
【０１１０】
　さらなる抗菌有効物質に関しては、セチルトリメチルアンモニウムクロリド、セチルピ
リジニウムクロリド、ベンゼトニウムクロリド、ジイソブチルエトキシエチルジメチルベ
ンジルアンモニウムクロリド、Ｎ－ラウリルサルコシン酸ナトリウム、Ｎ－パルメチルサ
ルコシン酸ナトリウム、ラウロイルサルコシン、Ｎ－ミリストイルグリシン、カリウム－
Ｎ－ラウリルサルコシン、トリメチルアンモニウムクロリド、クロロヒドロキシ乳酸アル
ミニウムナトリウム、トリエチルシトラート、トリセチルメチルアンモニウムクロリド、
２，４，４’－トリクロロ－２’－ヒドロキシジフェニルエーテル（トリクロサン）、１
，５－ペンタンジオール、１，６－ヘキサンジオール、３，４，４’－トリクロロカルバ
ニリド（トリクロカルバン）、ジアミノアルキルアミド、例えばＬ－リシンヘキサデシル
アミド、シトラート重金属塩、サリチラート、ピロクトース、とりわけ亜鉛塩、ピリチオ
ンおよびその重金属塩、とりわけジンクピリチオン、フェノールスルホン酸亜鉛、ファル
ネソール、ケトコナゾール、オキシコナゾール、ビフォナゾール、ブトコナゾール、クロ
コナゾール、クロトリマゾール、エコナゾール、エニルコナゾール、フェンチコナゾール
、イソコナゾール、ミコナゾール、スルコナゾール、チオコナゾール、フルコナゾール、
イトラコナゾール、テルコナゾール、ナフチフィンおよびテルビナフィン、セレンジスル
フィド、およびＯｃｔｏｐｉｒｏｘ（登録商標）、ヨードプロピニルブチルカルバマート
、メチルクロロイソチアゾリノン、メチルイソチアゾリノン、メチルジブロモグルタロニ
トリル、ＡｇＣｌ、クロロキシレノール、ジエチルヘキシルスルホスクシナートのＮａ塩
、安息香酸ナトリウム、ならびにパラベン、好ましくはブチルパラベン、エチルパラベン
、メチルパラベン、およびプロピルパラベン、ならびにそのＮａ塩、ペンタンジオール、
１，２オクタンジオール、２－ブロモ－２－ニトロプロパン－１，３－ジオール、エチル
ヘキシルグリセリン、ソルビン酸、安息香酸、乳酸、イミダゾリジニル尿素、ジアゾリジ
ニル尿素、ジメチロールジメチルヒダントイン（ＤＭＤＭＨ）、ヒドロキシメチルグリシ
ナートのＮａ塩、ソルビン酸のヒドロキシエチルグリシン、ならびにこれら作用物質の組
合せを使用することができる。
【０１１１】
　本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物が、１種または複数の
さらなる抗菌有効物質を含有する場合、この抗菌有効物質は、対応する本発明による組成
物の総重量に対し好ましくは０．００１～５．０重量％の量で、特に好ましくは０．０１
～３．０重量％の量で、およびとりわけ好ましくは０．１～２．０重量％の量で、本発明
による組成物に含有している。
【０１１２】
　本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物は、生体活性物質をさ
らに含有することができ、これは例えばアロエベラのような植物エキスから、ならびに局
所麻酔薬、抗生物質、抗炎症薬、抗アレルギー性物質、コルチコステロイド、皮脂分泌抑
制剤、Ｂｉｓａｂｏｌｏｌ（登録商標）、アラントイン、Ｐｈｙｔａｎｔｒｉｏｌ（登録
商標）、タンパク質から、ならびにナイアシン、ビオチン、ビタミンＢ２、ビタミンＢ３
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、ビタミンＢ６、ビタミンＢ３誘導体（塩、酸、エステル、アミド、アルコール）、ビタ
ミンＣおよびビタミンＣ誘導体（塩、酸、エステル、アミド、アルコール）、好ましくは
アスコルビン酸のモノリン酸エステルのナトリウム塩またはアスコルビン酸のリン酸エス
テルのマグネシウム塩、トコフェロールおよび酢酸トコフェロール、およびビタミンＥお
よび／またはその誘導体から選択されるビタミンから、選択される。
【０１１３】
　本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物が、１種または複数の
生体活性物質を含有する場合、この生体活性物質は、対応する本発明による組成物の総重
量に対し好ましくは０．００１～５．０重量％の量で、特に好ましくは０．０１～３．０
重量％の量で、およびとりわけ好ましくは０．１～２．０重量％の量で、本発明による組
成物に含有している。
【０１１４】
　本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物は、収斂剤、好ましく
は酸化マグネシウム、酸化アルミニウム、二酸化チタン、二酸化ジルコニウム、および酸
化亜鉛、オキシドヒドラート、好ましくはアルミニウムオキシドヒドラート（ベーマイト
）、および水酸化物、好ましくはカルシウムの、マグネシウムの、アルミニウムの、チタ
ンの、ジルコニウムの、または亜鉛の水酸化物、およびクロルヒドロキシアルミニウムを
含有することができる。本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物
が、１種または複数の収斂剤を含有する場合、この収斂剤は、対応する本発明による組成
物の総重量に対し好ましくは０．００１～５０．０重量％の量で、特に好ましくは０．０
１～１０．０重量％の量で、およびとりわけ好ましくは０．１～１０．０重量％の量で、
本発明による組成物に含有している。
【０１１５】
　デオドラント物質として好ましいのは、アラントインおよびビサボロールである。本発
明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物が、１種または複数のデオド
ラント物質を含有する場合、このデオドラント物質は、対応する本発明による組成物の総
重量に対し好ましくは０．０００１～１０．０重量％の量で、本発明による組成物に含有
している。
【０１１６】
　本発明のさらなる好ましい一実施形態では、本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組
成物または医薬組成物が、無機および有機のＵＶフィルターから選択される１種または複
数の物質を含有しており、特に好ましくは日焼け止め組成物の形態で存在している。
【０１１７】
　本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物は、顔料／マイクロ顔
料として、および無機の日焼け止めフィルターまたはＵＶフィルターとして、超微粒の二
酸化チタン、雲母－酸化チタン、酸化鉄類、雲母－酸化鉄、酸化亜鉛、酸化ケイ素類、群
青、または酸化クロム類を含有することができる。
【０１１８】
　有機の日焼け止めフィルターまたはＵＶフィルターは、好ましくは、４－アミノ安息香
酸、３－（４’－トリメチルアンモニウム）ベンジリデンボラン－２－オン－メチルスル
ファート、ショウノウベンザルコニウムメトスルファート、３，３，５－トリメチルシク
ロヘキシルサリチラート、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、２－フェニル
ベンゾイミダゾール－５－スルホン酸ならびにそのカリウム塩、ナトリウム塩、およびト
リエタノールアミン塩、３，３’－（１，４－フェニレンジメチン）－ビス－（７，７－
ジメチル－２－オキソビシクロ［２．２．１］－ヘプタン－１－メタンスルホン酸）およ
びその塩、１－（４－ｔｅｒｔ．－ブチルフェニル）－３－（４－メトキシフェニル）プ
ロパン－１，３－ジオン、３－（４’－スルホ）ベンジリデンボルナン－２－オンおよび
その塩、２－シアン－３，３－ジフェニルアクリル酸（２－エチルヘキシルエステル）、
Ｎ－［２（および４）－（２－オキソボルン－３－イリデンメチル）ベンジル］アクリル
アミドのポリマー、４－メトキシケイ皮酸－２－エチルヘキシルエステル、エトキシル化
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エチル－４－アミノベンゾアート、４－メトキシケイ皮酸イソアミルエステル、２，４，
６－トリス－［ｐ－（２－エチルヘキシルオキシカルボニル）アニリノ］－１，３，５－
トリアジン、２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４－メチル－６－（２－メ
チル－３－（１，３，３，３－テトラメチル－１－（トリメチルシリルオキシ）ジシロキ
サニル）プロピル）フェノール、４，４’－［（６－［４－（（１，１－ジメチルエチル
）アミノカルボニル）フェニルアミノ］－１，３，５－トリアジン－２，４－イル）ジイ
ミノ］ビス－（安息香酸－２－エチルヘキシルエステル）、ベンゾフェノン－３、ベンゾ
フェノン－４（酸）、３－（４’－メチルベンジリデン）－Ｄ，Ｌ－ショウノウ、３－ベ
ンジリデンショウノウ、サリチル酸－２－エチルヘキシルエステル、４－ジメチルアミノ
安息香酸－２－エチルヘキシルエステル、ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン－５
－スルホン酸（スルイソベンゾン（Ｓｕｌｆｉｓｏｂｅｎｚｏｎｕｍ））およびナトリウ
ム塩、４－イソプロピルベンジルサリチラート、Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチル－４－（２－オ
キソボルン－３－イリデンメチル）アニリニウムメチルスルファート、ホモサラート（Ｉ
ＮＮ）、オキシベンゾン（ＩＮＮ）、２－フェニルベンゾイミダゾール－５－スルホン酸
ならびにそのナトリウム塩、カリウム塩、およびトリエタノールアミン塩、オクチルメト
キシケイ皮酸、イソペンチル－４－メトキシケイ皮酸、イソアミル－ｐ－メトキシケイ皮
酸、２，４，６－トリアニリノ（ｐ－カルボ－２’－エチルヘキシル－１’－オキシ）－
１，３，５－トリアジン（オクチルトリアゾン）フェノール、２－２（２Ｈ－ベンゾトリ
アゾール－２－イル）－４－メチル－６－（２－メチル－３－（１，３，３，３－テトラ
メチル－１－（トリメチルシリル）オキシ）ジシロキサニル）プロピル（ドロメトリゾー
ルトリシロキサン）安息香酸、４，４－（（６－（（（１，１－ジメチルエチル）アミノ
）カルボニル）フェニル）アミノ）－１，３，５－トリアジン－２，４－ジイル）ジイミ
ノ）ビス，ビス（２－エチルヘキシル）エステル）安息香酸、４，４－（（６－（（（１
，１－ジメチルエチル）アミノ）カルボニル）フェニル）アミノ）－１，３，５－トリア
ジン－２，４－ジイル）ジイミノ）ビス，ビス（２－エチルヘキシル）エステル）、３－
（４’－メチルベンジリデン）－Ｄ，Ｌ－ショウノウ（４－メチルベンジリデンショウノ
ウ）、ベンジリデンショウノウスルホン酸、オクトクリレン、ポリアクリルアミドメチル
ベンジリデンショウノウ、２－エチルヘキシルサリチラート（サリチル酸オクチル）、４
－ジメチルアミノ安息香酸エチル－２－ヘキシルエステル（オクチルジメチル　ＰＡＢＡ
）、ＰＥＧ－２５　ＰＡＢＡ、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン－５－スル
ホン酸（ベンゾフェノン－５）およびＮａ塩、２，２’－メチレン－ビス－６－（２Ｈ－
ベンゾトリアゾール－２イル）－４－（テトラメチルブチル）－１，１，３，３－フェノ
ール、２－２’－ビス－（１，４－フェニレン）１Ｈ－ベンゾイミダゾール－４，６－ジ
スルホン酸のナトリウム塩、（１，３，５）－トリアジン－２，４－ビス（（４－（２－
エチルヘキシルオキシ）－２－ヒドロキシ）フェニル）－６－（４－メトキシフェニル）
、２－エチルヘキシル－２－シアノ－３，３－ジフェニル－２－プロペノアート、オクタ
ン酸グリセリル、ジ－ｐ－メトキシケイ皮酸、ｐ－アミノ安息香酸およびそのエステル、
４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジベンゾイルメタン、４－（２－β－グルコピラ
ンオキシ）プロポキシ－２－ヒドロキシベンゾフェノン、サリチル酸オクチル、メチル－
２，５－ジイソプロピルケイ皮酸、シノキサート、ジヒドロキシジメトキシベンゾフェノ
ン、２，２’－ジヒドロキシ－４，４’－ジメトキシ－５，５’－ジスルホベンゾフェノ
ンのジナトリウム塩、ジヒドロキシベンゾフェノン、１，３，４－ジメトキシフェニル－
４，４－ジメチル－１，３－ペンタンジオン、２－エチルヘキシルジメトキシベンジリデ
ンジオキソイミダゾリジンプロピオナート、メチレン－ビス－ベンゾトリアゾリルテトラ
メチルブチルフェノール、フェニルジベンゾイミダゾールテトラスルホナート、ビス－エ
チルヘキシルオキシフェノールメトキシフェノールトリアジン、テトラヒドロキシベンゾ
フェノン、テレフタリリデンジショウノウスルホン酸、２，４，６－トリス［４，２－エ
チルヘキシルオキシカルボニル）アニリノ］－１，３，５－トリアジン、メチル－ビス（
トリメチルシロキシ）シリルイソペンチルトリメトキシケイ皮酸、アミル－ｐ－ジメチル
アミノベンゾアート、アミル－ｐ－ジメチルアミノベンゾアート、２－エチルヘキシル－
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ｐ－ジメチルアミノベンゾアート、イソプロピル－ｐ－メトキシケイ皮酸／ジイソプロピ
ルケイ皮酸エステル、２－エチルヘキシル－ｐ－メトキシケイ皮酸、２－ヒドロキシ－４
－メトキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン－５－スルホ
ン酸および三水和物、ならびに２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン－５－スル
ホナートナトリウム塩およびフェニルベンゾイミダゾールスルホン酸から選択される。
【０１１９】
　本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物が、１種または複数の
日焼け止めフィルターを含有する場合、この日焼け止めフィルターは、対応する本発明に
よる組成物の総重量に対し好ましくは０．００１～３０．０重量％の量で、特に好ましく
は０．０５～２０．０重量％の量で、およびとりわけ好ましくは１．０～１０．０重量％
の量で、本発明による組成物に含有している。
【０１２０】
　本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物は、１種または複数の
酸化防止剤を含有することができ、この酸化防止剤は好ましくは、アミノ酸（例えばグリ
シン、ヒスチジン、チロシン、トリプトファン）およびその誘導体、イミダゾール（例え
ばウロカニン酸）およびその誘導体、ペプチド、例えばＤ，Ｌ－カルノシン、Ｄ－カルノ
シン、Ｌ－カルノシン、およびその誘導体（例えばアンセリン）、カロテノイド、カロテ
ン（例えばα－カロテン、β－カロテン、リコペン）およびその誘導体、クロロゲン酸お
よびその誘導体、リポ酸およびその誘導体（例えばジヒドロリポ酸）、アウロチオグルコ
ース、プロピルチオウラシル、および他のチオール（例えばチオレドキシン、グルタチオ
ン、システイン、シスチン、シスタミン、およびそのグリコシルエステル、Ｎ－アセチル
エステル、メチルエステル、エチルエステル、プロピルエステル、アミルエステル、ブチ
ルエステル、およびラウリルエステル、パルミトイルエステル、オレイルエステル、γ－
リノレイルエステル、コレステリルエステル、およびグリセリルエステル）およびその塩
、ジラウリルチオジプロピオナート、ジステアリルチオジプロピオナート、チオジプロピ
オン酸およびその誘導体（例えばエステル、エーテル、ペプチド、脂質、ヌクレオチド、
ヌクレオシド、および塩）、および非常に少ない適量でのスルホキシミン化合物（例えば
ブチオニンスルホキシミン、ホモシステインスルホキシミン、ブチオニンスルホン、ペン
タチオニンスルホキシミン、ヘキサチオニンスルホキシミン、ヘプタチオニンスルホキシ
ミン）、さらに（金属）キレート剤（例えばα－ヒドロキシ脂肪酸、パルミチン酸、フィ
チン酸、ラクトフェリン）、α－ヒドロキシ酸（例えばクエン酸、乳酸、リンゴ酸）、フ
ミン酸、胆汁酸、胆汁エキス、胆赤素、胆緑素、ＥＤＴＡ、ＥＧＴＡ、およびその誘導体
、不飽和脂肪酸およびその誘導体（例えばγ－リノレン酸、リノール酸、油酸）、葉酸お
よびその誘導体、ユビキノンおよびユビキノールおよびその誘導体、ビタミンＣおよび誘
導体（例えばパルミチン酸アスコルビル、Ｍｇ－リン酸アスコルビル、酢酸アスコルビル
）、トコフェロールおよび誘導体（例えばビタミンＥアセタート）、ビタミンＡおよび誘
導体（ビタミンＡパルミタート）、およびベンゾイン樹脂の安息香酸コニフェリル、ルチ
ン酸およびその誘導体、α－グリコシルルチン、フェルラ酸、フルフリリデングルシトー
ル、カルノシン、ブチルヒドロキシトルエン、ブチルヒドロキシアニソール、ノルジヒド
ログアヤック樹脂酸、ノルジヒドログアヤレト酸、トリヒドロキシブチロフェノン、尿酸
およびその誘導体、マンノースおよびその誘導体、亜鉛およびその誘導体（例えばＺｎＯ
、ＺｎＳＯ４）、セレンおよびその誘導体（例えばセレンメチオニン）、スチルベンおよ
びその誘導体（例えば酸化スチルベン、ｔｒａｎｓ－酸化スチルベン）、スーパーオキシ
ドジスムターゼ、ならびにこれらの挙げた物質の本発明に基づいて適切な誘導体（塩、エ
ステル、エーテル、糖、ヌクレオチド、ヌクレオシド、ペプチド、および脂質）から選択
される。
【０１２１】
　酸化防止剤は、皮膚および毛髪を酸化負荷から守ることができる。好ましい酸化防止剤
は、ビタミンＥおよびその誘導体ならびにビタミンＡおよびその誘導体である。
【０１２２】
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　本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物が、１種または複数の
酸化防止剤を含有する場合、この酸化防止剤は、対応する本発明による組成物の総重量に
対し好ましくは０．００１～３０．０重量％の量で、特に好ましくは０．０５～２０．０
重量％の量で、およびとりわけ好ましくは１．０～１０．０重量％の量で、本発明による
組成物に含有している。
【０１２３】
　さらに保湿剤を用いることができ、この保湿剤は２－ピロリドン－５－カルボキシラー
トのナトリウム塩（ＮａＰＣＡ）、グアニジン、グリコール酸およびその塩、乳酸および
その塩、グルコースアミンおよびその塩、ラクトアミドモノエタノールアミン、アセトア
ミドモノエタノールアミン、尿素、ヒドロキシエチル尿素、ヒドロキシ酸、パンテノール
およびその誘導体、例えばＤ－パンテノール（Ｒ－２，４－ジヒドロキシ－Ｎ－（３－ヒ
ドロキシプロピル）－３，３－ジメチルブタミド）、Ｄ，Ｌ－パンテノール、パントテン
酸カルシウム、パンテチン、パントテイン、パンテニルエチルエーテル、パルミチン酸イ
ソプロピル、および／またはグリセリンから選択される。本発明による組成物が、１種ま
たは複数の保湿剤を含有する場合、この保湿剤は、対応する本発明による組成物の総重量
に対し好ましくは０．１～１５．０重量％の量で、および特に好ましくは０．５～５．０
重量％の量で、本発明による組成物に含有している。
【０１２４】
　これに加え、本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物は有機溶
剤を含有することができる。原理的には有機溶剤としてすべての一価または多価アルコー
ルが考慮される。好ましくは、１～４個の炭素原子を有するアルコール、例えばエタノー
ル、プロパノール、イソプロパノール、ｎ－ブタノール、ｉ－ブタノール、ｔｅｒｔ．－
ブタノール、グリセリン、および挙げたアルコールからの混合物が用いられる。さらなる
好ましいアルコールは、相対分子質量が２０００未満のポリエチレングリコールである。
相対分子質量が２００～６００の間のポリエチレングリコールを最大で４５．０重量％の
量で使用すること、および相対分子質量が４００～６００の間のポリエチレングリコール
を５．０～２５．０重量％の量で使用することがとりわけ好ましい。さらなる適切な溶剤
は、例えばトリアセチン（グリセリントリアセタート）および１－メトキシ－２－プロパ
ノールである。
【０１２５】
　本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物は、着色剤、例えば染
料および／または顔料から選択される１種または複数の物質を含有することができる。本
発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物に含有される染料および／
または顔料は、有機の染料および顔料も、無機の染料および顔料も、化粧品令の対応する
ポジティブリストまたは化粧品着色剤のＥＧリストから選択される。
【０１２６】
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【０１２７】
　さらに有利なのは、例えばパプリカエキス、β－カロテン、およびコチニールのような
油溶性天然色素である。
【０１２８】
　有利には、真珠光沢顔料、例えば魚鱗箔（Ｆｉｓｃｈｓｉｌｂｅｒ）（魚の鱗からのグ
アニン／ヒポキサンチン混晶）および真珠層（粉砕した貝殻）、単結晶真珠光沢顔料、例
えばオキシ塩化ビスマス（ＢｉＯＣｌ）、層－基材顔料、例えば雲母／金属酸化物、Ｔｉ
Ｏ２から成る銀白色の真珠光沢顔料、干渉顔料（ＴｉＯ２、異なる層厚）、有色光沢顔料
（Ｆｅ２Ｏ３）、およびコンビネーション顔料（ＴｉＯ２／Ｆｅ２Ｏ３、ＴｉＯ２／Ｃｒ

２Ｏ３、ＴｉＯ２／ベルリンブルー、ＴｉＯ２／カルミン）も用いられる。
【０１２９】
　本発明においては、効果顔料とはその屈折特性により特別な光学的効果を引き起こす顔
料のことである。効果顔料は、処置した表面（皮膚、毛髪、粘膜）に光沢効果もしくは光
輝効果をもたらし、または散漫な光散乱により皮膚の凹凸および皮膚の小皺を光学的に覆
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い隠すことができる。効果顔料の特別な実施形態としては干渉顔料が好ましい。特に適し
た効果顔料は、例えば少なくとも１種の金属酸化物がコーティングされた雲母粒子である
。雲母、層状ケイ酸塩のほかに、シリカゲルおよび他のＳｉＯ２変態も基材として適して
いる。コーティングにしばしば使用される金属酸化物は、例えば酸化チタンであり、酸化
チタンには酸化鉄を混合できることが望ましい。顔料粒子のサイズおよび形状（例えば球
形、楕円形、緩やかな傾斜、平面、凹凸）により、ならびに酸化物コーティングの厚さに
より、反射特性に影響を及ぼすことができる。他の金属酸化物、例えばオキシ塩化ビスマ
ス（ＢｉＯＣｌ）も、例えばチタンの酸化物、とりわけＴｉＯ２変態のアナターゼおよび
ルチルも、アルミニウム、タンタル、ニオブ、ジルコニウム、およびハフニウムの酸化物
も同様である。フッ化マグネシウム（ＭｇＦ２）およびフッ化カルシウム（ホタル石、Ｃ
ａＦ２）でも効果顔料を製造することができる。
【０１３０】
　効果は粒子サイズによっても、顔料集合体の粒子サイズ分布によっても制御することが
できる。適切な粒子サイズ分布は、例えば２～５０μｍ、５～２５μｍ、５～４０μｍ、
５～６０μｍ、５～９５μｍ、５～１００μｍ、１０～６０μｍ、１０～１００μｍ、１
０～１２５μｍ、２０～１００μｍ、２０～１５０μｍ、および＜１５μｍである。例え
ば２０～１５０μｍの比較的広い粒子サイズ分布は光輝効果を引き起こし、その一方で＜
１５μｍの比較的狭い粒子サイズ分布は均一で絹のような艶のある外観をもたらす。
【０１３１】
　本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物が、１種または複数の
効果顔料を含有する場合、この効果顔料は、対応する本発明による組成物の総重量に対し
好ましくは０．１～２０．０重量％の量で、特に好ましくは０．５～１０．０重量％の量
で、およびとりわけ好ましくは１．０～５．０重量％の量で、本発明による組成物に含有
している。
【０１３２】
　真珠光沢を付与する成分として、好ましくは、脂肪酸モノアルカノールアミド、脂肪酸
ジアルカノールアミド、アルキレングリコール、とりわけエチレングリコールおよび／ま
たはプロピレングリコールまたはそのオリゴマーと、例えばパルミチン酸、ステアリン酸
、およびベヘン酸のような比較的高級な脂肪酸とのモノエステルまたはジエステル、グリ
セリンとカルボン酸とのモノエステルまたはポリエステル、脂肪酸およびその金属塩、ケ
トスルホン、または挙げた化合物の混合物が適している。
【０１３３】
　特に好ましいのは、エチレングリコールジステアラートおよび／または平均で３つのグ
リコール単位を有するポリエチレングリコールジステアラートである。
【０１３４】
　本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物が、１種または複数の
真珠光沢を付与する化合物を含有する場合、この真珠光沢を付与する化合物は、対応する
本発明による組成物の総重量に対し好ましくは０．１～１５．０重量％の量で、および特
に好ましくは１．０～１０．０重量％の量で、本発明による組成物に含有している。
【０１３５】
　フレグランスまたは香油として、個々の匂い物質化合物、例えばエステル、エーテル、
アルデヒド、ケトン、アルコール、および炭化水素のタイプの合成生成物を使用すること
ができる。エステルタイプの匂い物質化合物は、例えば酢酸ベンジル、フェノキシエチル
イソブチラート、ｐ－ｔｅｒｔ．－ブチルシクロヘキシルアセタート、酢酸リナリル、ジ
メチルベンジルカルビニルアセタート、フェニルエチルアセタート、安息香酸リナリル、
ギ酸ベンジル、エチルメチルフェニルグリシナート、アリルシクロヘキシルプロピオナー
ト、プロピオン酸スチラリル、およびサリチル酸ベンジルである。エーテルに属すのは例
えばベンジルエチルエーテル、アルデヒドに属すのは例えば８～１８個のＣ原子を有する
直鎖アルカナール、シトラール、シトロネラル、シトロネリルオキシアセトアルデヒド、
シクラメンアルデヒド、ヒドロキシシトロネラル、リリアール、およびブルゲオナール、
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ケトンに属すのは例えばイオノン、アルファ－イソメチルイオノン、およびメチルセドリ
ルケトン、アルコールに属すのはアネトール、シトロネロール、オイゲノール、ゲラニオ
ール、リナロール、およびテルピネオール、炭化水素に属すのは主にテルペンおよびバル
サムである。合わさることで好感を与える香りが生成される様々な匂い物質の混合物を使
用することが好ましい。
【０１３６】
　香油は、植物または動物源から入手可能な、例えば松、柑橘類、ジャスミン、ユリ、バ
ラ、またはイランイランの油のような天然の匂い物質混合物を含有することもできる。た
いていアロマ成分として使用される比較的揮発性の低いエーテル油、例えばセージ油、カ
ミツレ油、クローブ油、メリッサ油、ハッカ油、シナモンリーフ油、菩提樹花油、杜松実
油、ベチベル油、オリバナム油、ガルバナム油、およびラダナム油も、香油として適して
いる。
【０１３７】
　濁り剤として、ポリマー分散系、とりわけポリアクリラート誘導体の分散系、ポリアク
リルアミド誘導体の分散系、ポリ（アクリラート誘導体－ｃｏ－アクリルアミド誘導体）
の分散系、ポリ（スチレン誘導体－ｃｏ－アクリラート誘導体）の分散系、飽和および不
飽和の脂肪族アルコールを使用することができる。
【０１３８】
　シリコーンとしては、上でシリコーン油またはシリコーンワックスのところで挙げた物
質を使用することができる。
【０１３９】
　ｐＨ値を調整するための酸またはアルカリ液として、好ましくは鉱酸、とりわけＨＣｌ
、無機塩基、とりわけＮａＯＨまたはＫＯＨ、および有機酸、とりわけクエン酸を使用す
ることができる。
【０１４０】
　本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物のｐＨ値は、好ましく
は２～１１特に好ましくは４．５～８．５およびとりわけ好ましくは５．５～８である。
【０１４１】
　本発明のさらなる好ましい一実施形態では、本発明による組成物は植物保護調合物であ
る。この植物保護調合物を以下に記載する。
【０１４２】
　本発明による植物保護調合物は、１種または複数の殺有害生物剤を含有している。
【０１４３】
　本発明による植物保護調合物は、それぞれ本発明による組成物の総重量に対し、１種ま
たは複数の成分ａ）の化合物を好ましくは０．０１～１０．０重量％の量で、特に好まし
くは０．１～５．０重量％の量で、とりわけ好ましくは０．２～３．０重量％の量で、非
常に好ましくは０．５～２．０重量％の量で、および１種または複数の成分ｂ）の物質を
好ましくは０．０１～１０．０重量％の量で、特に好ましくは０．１～５．０重量％の量
で、とりわけ好ましくは０．２～３．０重量％の量で、非常に好ましくは０．５～２．０
重量％の量で含有している。
【０１４４】
　既に述べたように、本発明による植物保護調合物は、本発明の好ましい一実施形態では
ソルビトールおよびソルビトールエステルから選択される化合物を含有しない。しかしな
がら本発明による植物保護調合物が、ソルビトールおよびソルビトールエステル（このエ
ステルの酸成分の基礎となるカルボン酸は好ましくはカプリル酸である）から選択される
１種または複数の化合物を含有する場合、これらの化合物は合わせて好ましくは０．１重
量％以下の量で、特に好ましくは０．０６重量％以下の量で、とりわけ好ましくは０．０
２重量％以下の量で、非常に好ましくは０．０１重量％以下の量で、本発明による植物保
護調合物に含有され、この重量％の表示はそれぞれ、出来上がった本発明による組成物の
総重量に対してである。
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【０１４５】
　既に述べたように、本発明による植物保護調合物は、本発明のさらなる好ましい一実施
形態ではソルビタンおよびソルビタンエステルから選択される化合物を含有しない。しか
しながら本発明による植物保護調合物が、ソルビタンおよびソルビタンエステル（このエ
ステルの酸成分の基礎となるカルボン酸は好ましくはカプリル酸である）から選択される
１種または複数の化合物を含有する場合、これらの化合物は合わせて好ましくは０．４重
量％以下の量で、特に好ましくは０．２重量％以下の量で、とりわけ好ましくは０．１重
量％以下の量で、非常に好ましくは０．０２重量％以下の量で、本発明による植物保護調
合物に含有され、この重量％の表示はそれぞれ、出来上がった本発明による組成物の総重
量に対してである。
【０１４６】
　本発明のさらなる好ましい一実施形態では、本発明による植物保護調合物の粘度は、好
ましくは５０～２０００００ｍＰａ・ｓの範囲内、特に好ましくは５００～１０００００
ｍＰａ・ｓの範囲内、とりわけ好ましくは２０００～５００００ｍＰａ・ｓの範囲内、非
常に好ましくは５０００～３００００ｍＰａ・ｓの範囲内である（２０℃、Ｂｒｏｏｋｆ
ｉｅｌｄ　ＲＶＴ、ＲＶスピンドルセット、１分当たり２０回転）。
【０１４７】
　本発明による植物保護調合物は、水もしくは水－アルコールをベースとして構成されて
いるか、または溶液、エマルション、もしくは分散系として存在していることが好ましい
。特に好ましいのは、本発明による植物保護調合物がエマルションとして存在しているこ
とであり、とりわけ好ましいのは水中油型エマルションとして存在していることである。
【０１４８】
　本発明による植物保護調合物のｐＨ値は、好ましくは２～１１、特に好ましくは４．５
～８．５、とりわけ好ましくは５．５～８である。
【０１４９】
　本発明のさらなる好ましい一実施形態では、本発明による組成物は洗剤または洗浄剤で
ある。この洗濯洗剤および洗浄剤を以下に記載する。
【０１５０】
　本発明による洗濯洗剤および洗浄剤は、例えば手洗い用食器洗剤、表面洗浄剤、繊維製
品用液体洗剤、繊維製品用柔軟仕上げ剤、食洗機用リンス剤、および自動食器洗浄用液体
洗剤のような液状の洗濯洗剤および洗浄剤であることが好ましい。
【０１５１】
　本発明による洗濯洗剤および洗浄剤は、水のほかに、非イオン性、アニオン性、カチオ
ン性、もしくは両性の界面活性剤（表面活性物質）またはその混合物を含有している。
【０１５２】
　非イオン性表面活性化合物として考慮されるのは、好ましくは、１～３０モルのエチレ
ンオキシドおよび／または１～１０モルのプロピレンオキシドの、８～２２個のＣ原子を
有する直鎖脂肪族アルコールへの付加生成物、１２～２２個のＣ原子を有する脂肪酸エス
テル、とりわけメチルエステルにおける１２～２２個のＣ原子を有する脂肪酸への、カル
ボキシル基とアルキル基の間に挿入することによる付加生成物、アルキル基に８～１５個
のＣ原子を有するアルキルフェノールへの付加生成物、およびソルビタンエステルまたは
ソルビトールエステルへの付加生成物である。同様に好ましくは、エトキシル化された脂
肪族アミン、脂肪酸アミド、および脂肪酸アルカノールアミド、ならびにそのエトキシラ
ート、アルキルポリグリコシド、ならびにこの物質クラスの複数からの化合物の混合物が
適している。
【０１５３】
　アニオン性界面活性剤として、直鎖アルキルベンゼンスルホン酸塩、アルカンスルホン
酸塩、アルキル硫酸塩、１～２０単位のエチレンオキシドを有するエーテル硫酸塩および
エーテルカルボン酸、ならびに過脂肪石鹸を使用することができる。
【０１５４】
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　カチオン性化合物として、第四級アンモニウム化合物、とりわけジメチルアルキルアミ
ンクアット、メチルジアルキルアミンクアット、およびエステルクアット、とりわけトリ
エタノールアミンエステルクアットが使用される。
【０１５５】
　両性界面活性剤に関しては、アルキルアミノアルキルカルボン酸、ジメチル脂肪族アミ
ンオキシド、アミドアミンオキシド、ベタイン、スルホベタイン、およびイミダゾリン誘
導体を使用し得ることが好ましい。
【０１５６】
　本発明による洗濯洗剤および洗浄剤は、溶剤および可溶化剤、例えばアルコール、とり
わけエタノール、イソプロパノール、プロパノール、イソブタノール、エチレングリコー
ルおよび比較的高級なポリグリコール、プロピレングリコール、グリコールエーテル、と
りわけブチルグリコールおよびブチルジグリコールをさらに含有することができる。
【０１５７】
　本発明による洗濯洗剤および洗浄剤のｐＨ値を調整するために以下のような中和剤、す
なわちアルカリ水酸化物およびアルカリ土類水酸化物、例えば水酸化ナトリウム、水酸化
カリウム、および／またはアルカノールアミン、例えばモノエタノールアミン、トリエタ
ノールアミン、もしくはジグリコールアミン、または酸性化合物、例えば乳酸、ギ酸、酢
酸、もしくはクエン酸のような有機酸が使用される。
【０１５８】
　本発明による洗濯洗剤および洗浄剤のさらなる使用物質としては、粘度調整のための添
加剤、例えば増粘剤、水の硬度に対する錯化剤、無機ビルダー、例えばホスファート、シ
リカート、カルボナート、または有機骨格物質、例えばポリアクリラート、シトラート、
およびホスホナートがあり得る。とりわけ本発明による洗剤は、色落ち防止剤、ソイルリ
リースポリマー、色移り防止剤、消泡剤、酵素、または漂白剤のようなさらなる添加剤を
含有することができる。
【０１５９】
　本発明による洗濯洗剤および洗浄剤は、それぞれ本発明による組成物の総重量に対し、
１種または複数の成分ａ）の化合物を好ましくは０．０１～１０．０重量％の量で、特に
好ましくは０．１～５．０重量％の量で、とりわけ好ましくは０．２～３．０重量％の量
で、非常に好ましくは０．５～２．０重量％の量で、および１種または複数の成分ｂ）の
物質を好ましくは０．０１～１０．０重量％の量で、特に好ましくは０．１～５．０重量
％の量で、とりわけ好ましくは０．２～３．０重量％の量で、非常に好ましくは０．５～
２．０重量％の量で含有している。
【０１６０】
　既に述べたように、本発明による洗濯洗剤および洗浄剤は、本発明の好ましい一実施形
態ではソルビトールおよびソルビトールエステルから選択される化合物を含有しない。し
かしながら本発明による洗濯洗剤および洗浄剤が、ソルビトールおよびソルビトールエス
テル（このエステルの酸成分の基礎となるカルボン酸は好ましくはカプリル酸である）か
ら選択される１種または複数の化合物を含有する場合、これらの化合物は合わせて好まし
くは０．１重量％以下の量で、特に好ましくは０．０６重量％以下の量で、とりわけ好ま
しくは０．０２重量％以下の量で、非常に好ましくは０．０１重量％以下の量で、本発明
による洗濯洗剤および洗浄剤に含有され、この重量％の表示はそれぞれ、出来上がった本
発明による組成物の総重量に対してである。
【０１６１】
　既に述べたように、本発明による洗濯洗剤および洗浄剤は、本発明のさらなる好ましい
一実施形態ではソルビタンおよびソルビタンエステルから選択される化合物を含有しない
。しかしながら本発明による洗濯洗剤および洗浄剤が、ソルビタンおよびソルビタンエス
テル（このエステルの酸成分の基礎となるカルボン酸は好ましくはカプリル酸である）か
ら選択される１種または複数の化合物を含有する場合、これらの化合物は合わせて好まし
くは０．４重量％以下の量で、特に好ましくは０．２重量％以下の量で、とりわけ好まし
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くは０．１重量％以下の量で、非常に好ましくは０．０２重量％以下の量で、本発明によ
る洗濯洗剤および洗浄剤に含有され、この重量％の表示はそれぞれ、出来上がった本発明
による組成物の総重量に対してである。
【０１６２】
　本発明のさらなる好ましい一実施形態では、本発明による洗濯洗剤および洗浄剤の粘度
は、好ましくは５０～２０００００ｍＰａ・ｓの範囲内、特に好ましくは５００～１００
０００ｍＰａ・ｓの範囲内、とりわけ好ましくは２０００～５００００ｍＰａ・ｓの範囲
内、非常に好ましくは５０００～３００００ｍＰａ・ｓの範囲内である（２０℃、Ｂｒｏ
ｏｋｆｉｅｌｄ　ＲＶＴ、ＲＶスピンドルセット、１分当たり２０回転）。
【０１６３】
　本発明のさらなる好ましい一実施形態では、本発明による洗濯洗剤および洗浄剤は、液
剤、ジェル、フォーム、スプレー、ローション、またはクリームの形態で存在している。
【０１６４】
　本発明による洗濯洗剤および洗浄剤は、水もしくは水－アルコールをベースとして構成
されているか、または溶液、エマルション、もしくは分散系として存在していることが好
ましい。特に好ましいのは、本発明による洗濯洗剤および洗浄剤がエマルションとして存
在していることであり、とりわけ好ましいのは水中油型エマルションとして存在している
ことである。
【０１６５】
　本発明による洗濯洗剤および洗浄剤のｐＨ値は、好ましくは２～１１、特に好ましくは
４．５～８．５、とりわけ好ましくは５．５～８である。
【０１６６】
　本発明のさらなる好ましい一実施形態では、本発明による組成物は着色剤または塗料で
ある。この着色剤および塗料を以下に記載する。
【０１６７】
　本発明による着色剤および塗料は、１種または複数の顔料を含有しており、この顔料は
無機または有機であることができる。
【０１６８】
　本発明による着色剤または塗料は、水性の分散型塗料、顔料調製物、水性もしくは溶剤
含有のワニス、着色ペースト、印刷用インク、木材用コーティング剤、または顔料分散系
であることが好ましい。
【０１６９】
　本発明による着色剤または塗料は、顔料のほかに、バインダー、分散化剤および湿潤剤
、水、充填物質、消泡剤、増粘剤、エクステンダー、および可溶化剤から成る群から選択
される１種または複数の物質をさらに含有している。
【０１７０】
　適切な顔料は、本発明による化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物に関す
る上記の表から読み取ることができる。以下の無機顔料、すなわち二酸化チタン、硫化亜
鉛類、酸化鉄類、酸化クロム類、酸化コバルト類が考慮されることが好ましい。
【０１７１】
　有機顔料の群からアゾ化合物、ナフトール類、キナクリドン類、フタロシアニン類が適
用されることが好ましい。
【０１７２】
　バインダーとして乳化重合体を使用することが好ましい。この乳化重合体は、通常はス
チレン、アクリル酸エステル、メタクリル酸エステル、アクリル酸、メタクリル酸、酢酸
ビニル、ブタジエン、エチレン、塩化ビニル、マレイン酸ジエステル、イソノナン酸ビニ
ルエステル、および他のオレフィン性不飽和モノマーのポリマーまたはコポリマーから成
る。さらなるバインダーは、例えばアルキド樹脂分散系、ポリウレタン樹脂分散系、およ
びシリコーン樹脂分散系である。
【０１７３】
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　分散化剤および湿潤剤に関しては、非イオン性、アニオン性、およびカチオン性の界面
活性剤、ポリアクリラートおよびその塩、ポリウレタン、ポリエーテル、およびポリアミ
ドを使用し得ることが好ましい。
【０１７４】
　本発明による着色剤または塗料は、好ましい一実施形態では、アルキルフェノールポリ
エチレングリコールエーテル、スチレン置換されたフェノールポリエチレングリコールエ
ーテル、アルキルポリエチレングリコールエーテル、アルキルアミンエトキシラート、脂
肪酸ポリエチレングリコールエーテル、アルキルポリアルキルグリコールエーテル、末端
基封鎖されたアルキルエトキシラート、エチレン／プロピレングリコールブロック重合体
の群からの１種または複数の非イオン性界面活性剤を含有している。
【０１７５】
　アニオン性界面活性剤として、直鎖アルキルベンゼンスルホン酸塩、アルカンスルホン
酸塩、アルキル硫酸塩、１～２０単位のエチレンオキシドを有するエーテル硫酸塩および
エーテルカルボン酸を使用することができる。
【０１７６】
　カチオン性化合物に関しては、第四級アンモニウム化合物、とりわけジメチルアルキル
アミンクアット、メチルジアルキルアミンクアット、およびエステルクアットを使用する
ことができる。
【０１７７】
　適切な充填物質は、例えば天然もしくは沈降炭酸カルシウム、タルカム、カオリン、石
英粉末、または他の鉱物顔料である。
【０１７８】
　消泡剤として、脂肪酸アルキルエステルアルコキシラート、有機ポリシロキサン、シリ
コーン油、パラフィン油、またはワックスが適している。
【０１７９】
　増粘剤として、カルボキシメチルセルロースおよびヒドロキシエチルセルロース、キサ
ンタンガム、またはグアーグアーを使用することが好ましい。
【０１８０】
　ｐＨ値を調整するために有機または無機の塩基および酸が使用される。好ましい有機塩
基は、モノエタノールアミン、トリエタノールアミン、またはジイソプロピルアミンのよ
うなアミンである。好ましい無機塩基は、アルカリ水酸化物およびアルカリ土類水酸化物
、例えば水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、またはアンモニアである。
【０１８１】
　本発明による着色剤または塗料は、それぞれ本発明による組成物の総重量に対し、１種
または複数の成分ａ）の化合物を好ましくは０．０１～１０．０重量％の量で、特に好ま
しくは０．１～５．０重量％の量で、とりわけ好ましくは０．２～３．０重量％の量で、
非常に好ましくは０．５～２．０重量％の量で、および１種または複数の成分ｂ）の物質
を好ましくは０．０１～１０．０重量％の量で、特に好ましくは０．１～５．０重量％の
量で、とりわけ好ましくは０．２～３．０重量％の量で、非常に好ましくは０．５～２．
０重量％の量で含有している。
【０１８２】
　既に述べたように、本発明による着色剤または塗料は、本発明の好ましい一実施形態で
はソルビトールおよびソルビトールエステルから選択される化合物を含有しない。しかし
ながら本発明による着色剤または塗料が、ソルビトールおよびソルビトールエステル（こ
のエステルの酸成分の基礎となるカルボン酸は好ましくはカプリル酸である）から選択さ
れる１種または複数の化合物を含有する場合、これらの化合物は合わせて好ましくは０．
１重量％以下の量で、特に好ましくは０．０６重量％以下の量で、とりわけ好ましくは０
．０２重量％以下の量で、非常に好ましくは０．０１重量％以下の量で、本発明による着
色剤または塗料に含有され、この重量％の表示はそれぞれ、出来上がった本発明による組
成物の総重量に対してである。
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【０１８３】
　既に述べたように、本発明による着色剤または塗料は、本発明のさらなる好ましい一実
施形態ではソルビタンおよびソルビタンエステルから選択される化合物を含有しない。し
かしながら本発明による着色剤または塗料が、ソルビタンおよびソルビタンエステル（こ
のエステルの酸成分の基礎となるカルボン酸は好ましくはカプリル酸である）から選択さ
れる１種または複数の化合物を含有する場合、これらの化合物は合わせて好ましくは０．
４重量％以下の量で、特に好ましくは０．２重量％以下の量で、とりわけ好ましくは０．
１重量％以下の量で、非常に好ましくは０．０２重量％以下の量で、本発明による着色剤
または塗料に含有され、この重量％の表示はそれぞれ、出来上がった本発明による組成物
の総重量に対してである。
【０１８４】
　本発明のさらなる好ましい一実施形態では、本発明による着色剤または塗料の粘度は、
好ましくは５０～２０００００ｍＰａ・ｓの範囲内、特に好ましくは５００～１００００
０ｍＰａ・ｓの範囲内、とりわけ好ましくは２０００～５００００ｍＰａ・ｓの範囲内、
非常に好ましくは５０００～３００００ｍＰａ・ｓの範囲内である（２０℃、Ｂｒｏｏｋ
ｆｉｅｌｄ　ＲＶＴ、ＲＶスピンドルセット、１分当たり２０回転）。
【０１８５】
　本発明のさらなる好ましい一実施形態では、本発明による着色剤または塗料は、液剤ま
たはスプレーの形態で存在している。
【０１８６】
　本発明による着色剤または塗料は、水もしくは水－アルコールをベースとして構成され
ているか、または溶液、エマルション、もしくは分散系として存在していることが好まし
い。特に好ましいのは、本発明による着色剤または塗料がエマルションとして存在してい
ることであり、とりわけ好ましいのは水中油型エマルションとして存在していることであ
る。
【０１８７】
　本発明による着色剤または塗料のｐＨ値は、好ましくは２～１１、特に好ましくは４．
５～８．５、とりわけ好ましくは５．５～８である。
【０１８８】
　１種または複数の式（Ｉ）の化合物と、少なくとも１個の芳香族基を含有する１種また
は複数のアルコールとから成る混合物または本発明による予混合物は、化粧料組成物、皮
膚科学的組成物もしくは医薬組成物、植物保護調合物、洗濯洗剤もしくは洗浄剤、または
着色剤もしくは塗料の防腐に適していることが有利である。
【０１８９】
　したがって本発明のさらなる対象は、１種または複数の式（Ｉ）の化合物ならびに少な
くとも１個の芳香族基を含有する１種または複数のアルコールのまたは本発明による予混
合物の、化粧料組成物、皮膚科学的組成物もしくは医薬組成物、植物保護調合物、洗濯洗
剤もしくは洗浄剤、または着色剤もしくは塗料の防腐のための使用である。これに関して
は化粧料組成物、皮膚科学的組成物または医薬組成物、植物保護調合物、洗濯洗剤もしく
は洗浄剤、または着色剤もしくは塗料が、細菌、酵母および真菌に対して防腐されること
が好ましい。特に好ましくは、化粧料組成物、皮膚科学的組成物もしくは医薬組成物、植
物保護調合物、洗濯洗剤もしくは洗浄剤、または着色剤もしくは塗料が、酵母および細菌
に対して、とりわけ好ましくは細菌に対して防腐される。
【０１９０】
　以下の例および適用は本発明をより詳しく説明するものであって、本発明をこの例およ
び適用に制限する意図はない。明確な別の表示がない限り、すべてのパーセント表示は重
量％である。
【発明を実施するための形態】
【０１９１】
　実験例
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　Ａ）カプリル酸イソソルビドの製造
　ト字管を備えた撹拌機に、８０℃で、イソソルビド（Ｅｃｏｇｒｅｅｎ　Ｏｌｅｏｃｈ
ｅｍｉｃａｌｓの「Ｓｏｒｂｏｎ」）１９０．０ｇ（１．３ｍｏｌ）およびオクタン酸（
カプリル酸）１８７．５ｇ（１．３ｍｏｌ）を、触媒としての水酸化ナトリウム溶液（１
８重量％水溶液）０．３８ｇと一緒に入れる。撹拌しながら、かつ窒素を通しながら（１
時間当たり１０～１２リットル）、反応混合物を最初に１８０℃に加熱し、このとき反応
水が分留し始める。その後、出発原料を１時間後に１９０℃に、それから２時間後に２１
０℃に加熱する。２１０℃に達した後、酸価が＜１ｍｇ　ＫＯＨ／ｇになるまでエステル
化させる。琥珀色のカプリル酸イソソルビド３４５．７ｇ（理論値の９７％）が得られる
。ｐＨ値（エタノール／水１：１中５重量％）は５．９である。ｐＨ値はＤＩＮ　ＥＮ　
１２６２に基づいて測定した。
【０１９２】
　カプリル酸イソソルビドのさらなる特性の分析データ
酸価：０．９ｍｇ　ＫＯＨ／ｇ、ＤＩＮ　ＥＮ　ＩＳＯ　２１１４に基づいて測定
ヒドロキシル価：２０６ｍｇ　ＫＯＨ／ｇ、ＤＩＮ　５３２４０－２に依拠して方法ＯＨ
Ｚ－Ａに基づいて測定
鹸化価：２０４ｍｇ　ＫＯＨ／ｇ、ＤＩＮ　ＥＮ　ＩＳＯ　３６８１に基づいて測定
【０１９３】
　カプリル酸イソソルビドは下記の組成を有している。
【０１９４】
【表２】

【０１９５】
　この組成物を以下に「カプリル酸イソソルビド１」と言う。
【０１９６】
　Ｂ）本発明による組成物の抗菌作用の決定
　以下では、カプリル酸イソソルビド１　５０重量％と、フェノキシエタノール５０重量
％とから成る本発明による組成物の、細菌、真菌、および酵母に対する抗菌作用を調べる
（この組成物を以下に「組成物Ａ」と言う）。細菌で検査するため、組成物Ａをブチルポ
リグリコールで希釈し、続いてｐＨ７（＋／－０．２）に緩衝させた５０℃の液状Ｃａｓ
ｏ寒天（カゼインペプトン寒天）に、様々な濃度で加えた（以下に組成物Ｂ１、Ｂ２、な
どと言う）。真菌で、および酵母で検査するため、組成物Ａをブチルポリグリコールで希
釈し、続いてｐＨ５．６（＋／－０．２）に緩衝させた液状のサブロー４％デキストロー
ス寒天に様々な濃度で加えた（以下に組成物ＰＨ１、ＰＨ２、などと言う）。組成物Ｂ１
、Ｂ２など、またはＰＨ１、ＰＨ２などのそれぞれをペトリ皿に注ぎ、それぞれ同量の細
菌、真菌、および酵母を接種した。最小発育阻止濃度（ＭＨＫ）は、組成物Ｂ１、Ｂ２な
ど、またはＰＨ１、ＰＨ２などの中の細菌、真菌、および酵母の発育が阻止される濃度で
ある。
【０１９７】
　これに倣い、カプリル酸イソソルビド１およびフェノキシエタノールの、この物質だけ
での最小発育阻止濃度を決定した。
【０１９８】
　確定され、下で表１に示された最小発育阻止濃度「ＭＨＫ混合物」の値は、組成物Ａの
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【０１９９】
　確定され、下で表１に示された最小発育阻止濃度「ＱＡ」および「ＱＢ」の値は、ブチ
ルポリグリコールの希釈効果により既に対応されている。
【０２００】
　この場合、確定された最小発育阻止濃度を基に、相乗効果が存在するか否かを算定する
ことができる。相乗効果が存在するかどうかは、Ｆ．Ｃ．Ｋｕｌｌら、Ａｐｐｌｉｅｄ　
Ｍｉｃｒｏｂｉｏｌｏｇｙ　１９６１、９、５３８（非特許文献１）に基づいて下式によ
り計算される。
ＳＥ＝Ｑａ／ＱＡ＋Ｑｂ／ＱＢ

式中、
Ｑａは、用いられる混合物中でのカプリル酸イソソルビド１の最小発育阻止濃度であり、
ＱＡは、カプリル酸イソソルビド１の最小発育阻止濃度であり、
Ｑｂは、用いられる混合物中でのフェノキシエタノールの最小発育阻止濃度であり、
ＱＢは、フェノキシエタノールの最小発育阻止濃度である。
【０２０１】
　ＱａおよびＱｂの値は、混合物（「ＭＨＫ混合物」）の値を基に算出され、このために
、カプリル酸イソソルビド１　５０重量％とフェノキシエタノール５０重量％とから成る
調査した本発明による組成物Ａ中での含有物質の割合に基づき、Ｑａに関しては係数０．
５およびＱｂに関しては係数０．５が、確定された最小発育阻止濃度に乗じられる。
【０２０２】
　ＳＥ値＞１が得られる場合は拮抗作用が存在している。ＳＥ＝１の場合は化合物が相互
に中立的に挙動し、ＳＥ＜１の場合は相乗効果が存在している。
【０２０３】
　下の表１に組成物Ａの調査結果を示す。
【０２０４】
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【表３】

　ｇｅｍ．：測定値；ｂｅｒ．：計算値
【０２０５】
　表１に示した結果により、カプリル酸イソソルビド１　５０重量％と、フェノキシエタ
ノール５０重量％とから成る本発明による組成物が、とりわけテストした酵母および真菌
に対し、その抗菌作用に関して相乗効果を示すことが分かる。
【０２０６】
　Ｃ）カプリル酸イソソルビド１の構成成分の抗菌作用
　カプリル酸は抗菌作用を有している。しかしカプリル酸は、組成物「カプリル酸イソソ
ルビド１」中に０．４重量％しか存在しないので、この組成物中でのカプリル酸の抗菌作
用は無視できるほど小さい。これに加え、カプリル酸はｐＨ値６以上では抗菌作用を有さ
ない。
【０２０７】
　上記の例Ｂ）に基づく抗菌作用の決定に倣い、さらなる一連のテストにおいて、一つに
はジカプリル酸イソソルビド８９．６重量％とモノカプリル酸イソソルビド９．４重量％
と（残り１重量％）を含有する混合物（以下に「ジカプリル酸イソソルビド」と言う）の
抗菌作用を、およびもう一つにはイソソルビドだけでの抗菌作用を決定した。結果を表２
に示す。
【０２０８】



(39) JP 6120845 B2 2017.4.26

10

20

30

40

50

【表４】

【０２０９】
　表２の結果から分かるように、イソソルビドもジカプリル酸イソソルビドも抗菌作用を
有していない。
【０２１０】
　一つには、カプリル酸イソソルビド１の組成物に含有している化合物であるカプリル酸
、イソソルビド、およびジカプリル酸イソソルビドの抗菌作用が存在しないことに基づき
、もう一つには、表１の結果から明らかな組成物「カプリル酸イソソルビド１」の抗菌作
用（表１でのカプリル酸イソソルビド１の最小発育阻止濃度ＱＡを参照）に基づき、同様
にカプリル酸イソソルビド１の組成物に含有している化合物であるモノカプリル酸イソソ
ルビドが有意な抗菌作用を有することが結論づけられる。
【０２１１】
　この理由から、真菌Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉおよびＰｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　
ｆｕｎｉｃｏｌｏｓｉｕｍに対するジカプリル酸イソソルビド組成物の僅かな活性は、こ
の組成物に含有している化合物のモノカプリル酸イソソルビドに起因するとも結論づけら
れる。
【０２１２】
　Ｄ）適用例
　Ｉ）本発明による組成物の例
【０２１３】
　例ａ）～ｄ）
ａ）カプリル酸イソソルビド１　５０重量％、フェノキシエタノール５０重量％
ｂ）カプリル酸イソソルビド１　２５重量％、フェノキシエタノール７５重量％
ｃ）カプリル酸イソソルビド１　７５重量％、フェノキシエタノール２５重量％
ｄ）カプリル酸イソソルビド１　４０重量％、フェノキシエタノール２０重量％、ベンジ
ルアルコール２０重量％、安息香酸２０重量％
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　例ａ）～ｄ）の組成物の製造は、８０℃に加熱した液状のカプリル酸イソソルビド１を
入れたフィンガー型撹拌機で、撹拌速度２００～３００回転／分で撹拌しながら個々の成
分を次々と混ぜ合わせることによって行われる。
【０２１４】
　ＩＩ）本発明による化粧料調合物の例
　以下の化粧料調合物、植物保護調合物、洗濯洗剤および洗浄剤、または着色剤および塗
料１～４１は、例ａ）～ｄ）の本発明による組成物を用いて製造される。
【０２１５】
　調合例１～４：強いキープ力および優れたスタイリングのためのヘアケアジェル
【０２１６】
【表５】

【０２１７】
　製造
　Ａｒｉｓｔｏｆｌｅｘ（登録商標）ＡＶＣを水に溶かす。カルボマーを加える場合は続
いてＮａＯＨでｐＨ＝７に中和する。残りの成分を必要に応じてＰＥＧ－４０水添ヒマシ
油と混合し、粘度が増した水相に混ぜ入れる。
【０２１８】
　調合例５：電解質含有率の高い（グリコール酸Ｎａ）Ｏ／Ｗ型角質除去クリーム
【０２１９】
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【表６】

【０２２０】
　製造
　加熱しながらＡを相Ｂに溶かす。相Ｃを相Ｄに分散させ、水相に混ぜ入れる。続いて相
ＥおよびＦを混ぜ入れる。
【０２２１】
　調合例６：Ｗ／Ｏ型スキンケアミルク
【０２２２】
【表７】

【０２２３】
　製造
　油相Ａを８０℃に加熱し、ポリマーＢを混ぜ入れる。強く撹拌しながら相Ｃをゆっくり
少しずつ加え、それから室温に冷却させる。
【０２２４】
　調合例７：肌触りのよい化粧落とし
【０２２５】
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【表８】

【０２２６】
　製造
　Ｂの成分を次々とＡに溶かす。
【０２２７】
　調合例８：粒子が懸濁したシャンプー／シャワージェル
【０２２８】

【表９】

【０２２９】
　製造
　Ａｒｉｓｔｏｆｌｅｘ（登録商標）ＴＡＣを水に溶かし、その後、次々と相Ｃ、Ｄ、お
よびＥを入れて均質化する。
【０２３０】
　調合例９：透明なデオドラントジェル
【０２３１】
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【表１０】

【０２３２】
　製造
　相Ａを混合し、その後に相Ｂおよび相Ｃを次々と加え、それからｐＨ値を相Ｅで５．５
に適合させる。最後に、均質な透明ジェルになるまで相Ｄを混ぜ入れる。
【０２３３】
　調合例１０：マットセラム
【０２３４】
【表１１】

【０２３５】
　製造
　Ｂの成分を次々と相Ａに混ぜ入れる。
【０２３６】
　調合例１１：美白ジェル
【０２３７】
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【表１２】

【０２３８】
　製造
　加熱しながら相Ａを相Ｂに溶かし、相Ｃを混ぜ入れ、相Ｄを加え、それから相ＥでｐＨ
＝６．５に調整する。相Ｆを混合してから加え、続いて相Ｇを加え、均質なゲルになるま
で撹拌する。必要に応じて相ＨでｐＨ値を６．５に調整し、それから相Ｉを混ぜ入れる。
【０２３９】
　調合例１２：べたつきの少ない上品なＯ／Ｗ型スキンケアボディローション
【０２４０】
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【表１３】

【０２４１】
　製造
　相Ａを７０℃で溶融し、相Ｂを撒き入れ、７０℃に加熱した相Ｃを混ぜ入れる。３５℃
に冷却した後で相Ｄを混ぜ込み、最後に相ＥでｐＨ値を６に調整する。
【０２４２】
　調合例１３：肌の皺を軽減させる機能をもつ、界面活性剤を含まないアンチエイジング
Ｏ／Ｗ型ゲルクリーム
【０２４３】
【表１４】
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【０２４４】
　製造
　相Ａを８０℃で溶融し、相Ｂおよび相Ｃを次々と混ぜ入れる。相Ｄを相Ｅに予め溶かし
てから加える。相Ｆを３５℃で混ぜ入れ、それから相ＧでｐＨ値を６．０に調整する。ゲ
ルクリームができる。
【０２４５】
　調合例１４：界面活性剤を含まないアンチエイジングＯ／Ｗ型ゲルクリーム
【０２４６】
【表１５】

【０２４７】
　製造
　相Ａを８０℃で溶融し、相Ｂおよび相Ｃを次々と混ぜ入れる。相Ｄを相Ｅに予め溶かし
てから加える。相Ｆを３５℃で混ぜ入れ、それから相ＧでｐＨ値を６．０に調整する。ゲ
ルクリームができる。
【０２４８】
　調合例１５：保湿効果のあるＯ／Ｗ型セルフタンニングクリーム
【０２４９】
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【表１６】

【０２５０】
　製造
　相Ａを８０℃で溶融し、相Ｂおよび相Ｃを次々と混ぜ入れる。相Ｄを３０℃で加え、最
後に相Ｅを混ぜ入れる。結果としてｐＨ値４．２のクリームができる。
【０２５１】
　調合例１６～２１：防御指数の高いＷ／Ｏ型日焼け止め調合物
【０２５２】



(48) JP 6120845 B2 2017.4.26

10

20

30

40

50

【表１７】

【０２５３】
　製造
　製造のため、油溶性成分を８０℃に加熱し、セチルリン酸カリウムおよびＡｒｉｓｔｏ
ｆｌｅｘ（登録商標）ＡＶＣを撒き入れ、一緒にした水溶性相を油相にゆっくりと、強く
撹拌しながら投入した。生成されたエマルションを撹拌しながら室温に冷却させた。
【０２５４】
　調合例１６～２１で使用した日焼け止めフィルター、その商標名、およびそのＵＶ防御
領域を下の表に示す。
【０２５５】
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【表１８】

【０２５６】
　調合例２２：Ｏ／Ｗ型日焼け止めクリーム
【０２５７】
【表１９】

【０２５８】
　製造
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　相Ａを均質化して６０℃で溶かして相Ｂに混ぜ込み、次いで相Ｃを撹拌しながら加え、
１分当たり３００回転で撹拌する。続いて相Ｄを混ぜ入れ、ＥでｐＨ値を６．８～７．２
に調整する。
【０２５９】
　調合例２３：噴霧可能なＯ／Ｗ型ローション
【０２６０】
【表２０】

【０２６１】
　製造
　相Ａを６０℃に加熱し、相Ｂを混ぜ込み、次いで相Ｃを撹拌しながら加え、１分当たり
３００回転で撹拌し、それから冷却させる。相Ｄを３５℃で混ぜ入れ、相Ｅを加え、最後
に均質化する。
【０２６２】
　調合例２４：Ｏ／Ｗ型ファンデーション
【０２６３】
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【表２１】

【０２６４】
　製造
　相Ａを７０℃に加熱し、相Ｃを７０℃に加熱する。相Ｂを相Ａに混ぜ込み、次いで相Ｃ
を加えて良く均質化する。４０℃未満に冷却した後、相Ｄを加えて１分間均質化する。
【０２６５】
　調合例２５：抗ふけシャンプー
【０２６６】
【表２２】
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【０２６７】
　製造
Ｉ　　　ＡとＢを混合する。
ＩＩ　　ＣをＩに加え、透明な溶液になるまで撹拌する。
ＩＩＩ　ＤをＥに溶かし、この溶液をＩＩに加える。
ＩＶ　　Ｆの成分を次々とＩＩＩに混ぜ入れる。
Ｖ　　　ｐＨ値を６．０～６．５に調整する。
ＶＩ　　粘度をＧで調整する。
【０２６８】
　調合例２６：抗ニキビ洗顔料
【０２６９】
【表２３】

【０２７０】
　製造
Ｉ　　Ａを用意し、Ｂの成分を次々と撹拌しながら加える。
ＩＩ　ｐＨ値をＣで５．５～６．０に調整する。
【０２７１】
　調合例２７：スカルプジェル
【０２７２】



(53) JP 6120845 B2 2017.4.26

10

20

30

【表２４】

【０２７３】
　製造
Ｉ　　　Ａの成分を混合し、それを５０℃で溶かす。
ＩＩ　　Ｂの成分を撹拌しながら混合し、少し加熱する。
ＩＩＩ　Ｃを約２５℃でＩＩに溶かす。
ＩＶ　　ＤをＩに加える。
Ｖ　　　ＩＩＩをＩＶに混ぜ入れる。
ＶＩ　　Ｅを加える。
ＶＩＩ　ｐＨ値をＦで５．０に調整する。
【０２７４】
　調合例２８：ウェットティッシュ溶液
【０２７５】
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【表２５】

【０２７６】
Ｉ　　　Ａの成分を混合する。
ＩＩ　　Ｂの成分を混合する。
ＩＩＩ　ＩＩをＩに加える。
ＩＶ　　ＣでｐＨ値をｐＨ６．０に調整する。
【０２７７】
　調合例２９および３０：植物保護調合物
【０２７８】
【表２６】

【０２７９】
　製造
　作用物質を他の含有物質（Ｋｅｌｚａｎ（登録商標）Ｓの溶液を除く）と共に予め分散
させ、続いて平均粒子サイズ＜２マイクロメートルになるまで微粉砕する。続いてＫｅｌ
ｚａｎ（登録商標）Ｓの溶液を混ぜ入れる。
【０２８０】
　調合例３１～３３：手洗い用食器洗剤
【０２８１】
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【表２７】

【０２８２】
　調合例３４～３７：表面洗浄剤（万能洗剤）
【０２８３】
【表２８】

【０２８４】
　製造
　半分の量の水を用意し、表に示した順番で成分を混ぜ入れる。その後、水の残量をさら
に加える。結果として透明な水性洗浄剤ができる。
【０２８５】
　調合例３８：軽質洗剤
【０２８６】
【表２９】
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【０２８７】
　製造
Ｉ　　　成分Ａを用意する。
ＩＩ　　Ｂを４０～５０℃に加熱して加え、完全に溶解させる。
ＩＩＩ　丹念に撹拌しながらＣを次々と加える。
ＩＶ　　Ｄを示した順番で加える。
Ｖ　　　最後にＥを加える。
【０２８８】
　結果として、ｐＨ値（１ｇ／水１ｌ、２０℃）７．５の少し混濁した溶液ができる。
【０２８９】
　調合例３９～４１：塗料
【０２９０】
【表３０】

【０２９１】
　調合例３９の製造
Ｉ　　　成分１１、５ａ、３、および８を用意し、ディゾルバー翼で掻き混ぜる。
ＩＩ　　成分１、６、および７ａをヘラで掻き混ぜる。
ＩＩＩ　ディゾルバー翼を用いてＩＩをＩに添加する。
ＩＶ　　続いて成分９ｂ、２ａ、および１０を添加する。
【０２９２】
　調合例４０および４１は調合例３９に倣って製造する。
【０２９３】
　調合例１～４１で行われた表示「本発明による例ａ）～ｄ）」は、調合例１～４１のそ
れぞれが、本発明による例ａ）～ｄ）に基づく組成物の個々それぞれを用いて製造できる
ことを意味している。
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